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１． 調査概要 

（１） 調査方法 

① 市民向けアンケート 

・ 調 査 対 象 ：山武市民 

・ 対 象 者 数 ：3,000 人 

・ 調 査 方 法 ：紙アンケートの調査票の郵送・配布により回収 

・ 調 査 時 期 ：令和 3 年 12 月 1 日～令和 3 年 12 月 17 日 

・ 有効回答者数 ：1,148 人（回答率 38.3％） 

 

② 事業者向けアンケート 

・ 調 査 対 象 ：山武市内に本社、事業所を持つ事業者 

・ 対 象 者 数 ：910 事業所 

・ 調 査 方 法 ：紙アンケートの調査票の郵送・配布により回収 

・ 調 査 時 期 ：令和 3 年 12 月 1 日～令和 3 年 12 月 24 日 

・ 有効回答者数 ：94 事業所（回答率 10.3％） 

 

（２） 報告書を読む際の注意事項 

・ アンケート集計は、各設問の単純集計を行った。 

・ 回収されたサンプルは業種、企業規模の割合に偏りがみられる。そのため、全体値の見方に注意

が必要である。 

・ 表中の比率（％）は、全て回答者数を母数として算出しており、その都度表示している。表示は

小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、比率の合計値が 100％にならない場合がある。 

・ 複数回答は質問の特性上、回答者数を母数とし、比率を算出している。したがって、比率の合計

値は 100％にならない場合がある。 
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（単位：件、％）

回答数 割合

1,148 100.0

男性 501 44.4

女性 628 55.6

10歳代 37 3.2

20歳代 66 5.8

30歳代 101 8.9

40歳代 145 12.7

50歳代 187 16.4

60歳代 302 26.5

70歳以上 303 26.6

会社勤務 296 26.0

自営業 142 12.5

パート・アルバイト 178 15.6

公務員・非営利団体職員 53 4.7

専業主婦・主夫 164 14.4

学生 51 4.5

無職 224 19.7

その他 30 2.6

1年未満 14 1.2

1年以上～5年未満 66 5.8

5年以上～10年未満 82 7.2

10年以上～30年未満 419 36.8

30年以上 555 48.8

わからない・覚えていない 2 0.2

未就学児 80 7.3

小学生 93 8.5

中学生 66 6.0

高校生以上 262 23.9

同居の子どもはいない 627 57.2

その他 65 5.9

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
379 35.6

誰も市内企業で

勤務していない
686 64.4

職

業

居

住

年

数

同

居

の

子

ど

も

市

内

勤

務

全体

性

別

年

齢

２． 調査結果 

（１）市民向けアンケート 

回答者の属性（性別、年齢、職業、居住年数、同居の子ども、市内勤務）は、以下の通り。 

  

図表 1 属性 
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内容まで含めて

知っている

28.2%

内容はわからないが名前

は聞いたことがある

46.2%

知らない（名前も聞

いたことがない）

25.7%

（n=1,115)

1）SDGs に関することについて 

① SDGs の認知度 

SDGs について知っているか聞いたところ、「内容はわからないが名前は聞いたことがある（46.2％）」が

最も多く、次いで「内容まで含めて知っている（28.2％）」、「知らない（名前も聞いたことがない）

（25.7％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2 SDGs の認知度 

（単位：％）

内容まで含め

て知っている

内容はわから

ないが名前は

聞いたことが

ある

1,101 74.3 28.2 46.1 25.6

男性 493 73.9 27.0 46.9 26.2

女性 608 74.9 29.3 45.6 25.2

20歳代以下 101 71.2 45.5 25.7 28.7

30歳代 100 69.0 23.0 46.0 31.0

40歳代 142 78.2 33.1 45.1 21.8

50歳代 181 74.0 34.8 39.2 26.0

60歳代 296 76.4 24.7 51.7 23.6

70歳以上 292 73.6 20.9 52.7 26.4

会社勤務 290 71.0 27.9 43.1 29.0

自営業 139 74.8 21.6 53.2 25.2

パート・アルバイト 174 70.7 24.7 46.0 29.3

公務員・非営利団体職員 51 90.2 60.8 29.4 9.8

専業主婦・主夫 161 77.6 26.7 50.9 22.4

学生 50 88.0 64.0 24.0 12.0

無職 215 72.1 19.5 52.6 27.9

その他 29 75.9 34.5 41.4 24.1

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
373 74.6 31.4 43.2 25.5

誰も市内企業で

勤務していない
666 75.2 26.6 48.6 24.8

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

知らない（名

前も聞いたこ

とがない）

回答数

（人）
知っている

図表 3 SDGs の認知度（属性別） 
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※調査時期：平成31年2月 （単位：％） ※調査時期：令和3年5月 （単位：％）

聞いたことがある 17.3 知っている 63.4

意味を知っている 10.6 聞いたことはあるが内容は分からない 29.1

意味を知らない 6.7 全く知らない 7.6

聞いたことがない 82.7 合計 100.0

※調査時期：令和2年8月 （単位：％） ※調査時期：令和3年9月 （単位：％）

はい 18.9 知っている 72.1

なんとなく聞いたことがある 14.5 聞いたことはあるが内容は知らない 20.2

いいえ 65.5 全く知らない（今回の調査で初めて知った） 7.7

無回答 1.1

※調査時期：令和3年3月 （単位：％）

以前から内容もある程度知っている 40.2

最近、内容もある程度知った 15.2

以前から聞いたことはあるが内容は知らない 8.3

最近、聞いたことはあるが内容は知らない 6.6

知らない 29.5

無回答 0.2

⑤東京都江戸川区(n=367)

①福岡県北九州市(n=1,241)

③静岡県静岡市(n=651)

④福島県郡山市(n=344)

②沖縄県(n=820) 

図表 4 （参考）他自治体における SDGs の認知度 
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77.8

27.5

25.2

13.5

7.5

6.6

5.8

5.4

3.8

1.4

0 50 100

テレビ番組・CM

新聞

WEB情報（ニュースサイト等）

勤務先の業務や学校の授業

ラジオ

家族・友人や知人の会話の中で

SNS（Facebook等）

雑誌

イベント・パンフレット

その他

（％）

（n=814）

② SDGs について知ったきっかけ 

SDGs について知ったきっかけを聞いたところ、「テレビ番組・CM（77.8％）」が圧倒的に多く、大きく離

れて「新聞（27.5％）」、「WEB 情報（ニュースサイト等）（25.2％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5 SDGs について知ったきっかけ 
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非常に関心がある

14.5%

やや関心がある

58.6%

あまり関心がない

22.5%

全く関心がない

4.4%

（n=913)

（単位：％）

非常に関心

がある

やや関心が

ある

あまり関心

がない

全く関心が

ない

899 73.1 14.6 58.5 26.9 22.6 4.3

男性 397 70.0 13.1 56.9 30.0 24.7 5.3

女性 502 75.5 15.7 59.8 24.5 20.9 3.6

20歳代以下 77 72.7 20.8 51.9 27.3 24.7 2.6

30歳代 73 67.1 6.8 60.3 32.9 27.4 5.5

40歳代 120 71.7 10.0 61.7 28.3 20.0 8.3

50歳代 145 71.1 15.9 55.2 29.0 26.2 2.8

60歳代 241 73.9 13.3 60.6 26.2 24.1 2.1

70歳以上 255 76.1 17.3 58.8 23.9 18.0 5.9

会社勤務 228 67.9 11.8 56.1 32.0 28.1 3.9

自営業 111 66.7 14.4 52.3 33.3 27.9 5.4

パート・アルバイト 135 77.0 9.6 67.4 22.9 18.5 4.4

公務員・非営利団体職員 47 87.2 14.9 72.3 12.7 10.6 2.1

専業主婦・主夫 135 78.5 17.0 61.5 21.5 20.0 1.5

学生 46 76.1 28.3 47.8 23.9 21.7 2.2

無職 181 69.0 13.8 55.2 30.9 23.2 7.7

その他 25 92.0 28.0 64.0 8.0 4.0 4.0

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
305 72.1 13.4 58.7 27.9 24.3 3.6

誰も市内企業で

勤務していない
547 74.2 14.8 59.4 25.7 21.9 3.8

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

回答数

（人）
関心がある 関心がない

③ SDGs への関心 

SDGs について現在関心があるか聞いたところ、『関心がある（「非常に関心がある（14.5％）」+「や

や関心がある（58.6％）」）』が 73.1％で、『関心がない（「あまり関心がない（22.5％）」+「全く関

心がない（4.4％）」）』の 26.9％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6 SDGs への関心 

図表 7 SDGs への関心（属性別） 
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47.7

39.6

31.4

26.9

24.3

21.2

14.6

13.5

13.2

12.8

11.9

10.5

10.2

9.3

8.4

7.4

5.6

0 10 20 30 40 50 60

気候変動の対策

再生可能エネルギー

健康であること

貧困をなくすこと

平和で公正な社会

持続可能なまちと地域社会

清潔な水と衛生

適切な良い仕事と経済成長

飢餓をなくすこと

海のいのちを守ること

不平等を減らすこと

責任をもって消費すること

質の高い教育

新しい技術とインフラ

ジェンダーの平等

目標のために協力すること

陸のいのちを守ること

（％）

（n=666）

54.8

54.4

48.1

23.4

12.6

10.5

0.4

4.2

0 20 40 60

SDGsという言葉が何を意味

するのかわからないから

何をすればよいのか

わからないから

自分の生活にどんな関わりが

あるかわからないから

英語やカタカナが

理解しづらいから

取り組んでもあまり

意味がないと感じるから

政府や企業が取り組むもの

だと思うから

日本にはあまり

関係がない気がするから

その他

（％）

（n=239）

④ SDGs のゴールのうち関心があるもの 

SDGs の 17 のゴールのうち関心があるものについて聞いたところ、「気候変動の対策（47.7％）」が最

も多く、次いで「再生可能エネルギー（39.6％）」、「健康であること（31.4％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ SDGs に関心がない理由 

SDGs に関心がない理由について聞いたところ、「SDGs という言葉が何を意味するのかわからないから

（54.8％）」が最も多く、次いで「何をすればよいのかわからないから（54.4％）」、「自分の生活にどん

な関わりがあるかわからないから（48.1％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 8 SDGs のゴールのうち関心があるもの 

図表 9 SDGs に関心がない理由 
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とても重視する

7.9%

多少重視する

41.9%あまり重視しない

29.1%

全く重視しない

7.1%

わからない

13.9%

（n=1,126)

（単位：％）

とても重視

する

多少重視

する

あまり重視

しない

全く重視し

ない

1,111 49.5 8.0 41.5 36.5 29.3 7.2 14.0

男性 488 44.5 8.0 36.5 39.7 30.7 9.0 15.8

女性 623 53.4 8.0 45.4 34.1 28.3 5.8 12.5

20歳代以下 102 39.2 3.9 35.3 53.0 36.3 16.7 7.8

30歳代 101 30.7 3.0 27.7 58.4 41.6 16.8 10.9

40歳代 145 44.8 6.2 38.6 41.4 32.4 9.0 13.8

50歳代 183 48.6 8.7 39.9 41.0 33.3 7.7 10.4

60歳代 298 53.4 6.4 47.0 32.2 26.8 5.4 14.4

70歳以上 294 59.8 12.9 46.9 21.1 20.1 1.0 19.0

会社勤務 296 39.9 6.1 33.8 47.0 36.5 10.5 13.2

自営業 135 49.6 11.1 38.5 34.1 25.2 8.9 16.3

パート・アルバイト 173 49.7 4.0 45.7 36.4 29.5 6.9 13.9

公務員・非営利団体職員 53 51.0 5.7 45.3 49.0 39.6 9.4 0.0

専業主婦・主夫 163 59.5 11.0 48.5 27.6 23.9 3.7 12.9

学生 50 54.0 4.0 50.0 42.0 34.0 8.0 4.0

無職 220 51.8 9.5 42.3 26.3 22.7 3.6 21.8

その他 30 73.3 13.3 60.0 23.4 16.7 6.7 3.3

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
374 53.2 6.1 47.1 36.1 28.6 7.5 10.7

誰も市内企業で

勤務していない
674 49.0 8.8 40.2 36.8 30.3 6.5 14.2

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

回答数

（人）
重視する 重視しない わからない

⑥ SDGs の重視度 

商品やサービスを購入したり取り扱う際に、製造している企業や商品・サービス自体の SDGs への関与

や取り組みを重視するかについて聞いたところ、『重視する（「とても重視する（7.9％）」+「多少重視す

る（41.9％）」）』が 49.8％で、約半数となった。『重視しない（「あまり重視しない（29.1％）」+

「全く重視しない（7.1％）」）』は 36.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10 SDGs の重視度 

図表 11 SDGs の重視度（属性別） 
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好印象を持つ

30.7%

どちらかというと

好印象を持つ

43.6%

特段印象は変わ

らない

15.9%

わからない

9.8%

（n=1,133)

（単位：％）

好印象を持つ
どちらかというと

好印象を持つ

1,118 74.2 30.5 43.7 16.0 9.7

男性 496 69.6 25.6 44.0 20.6 9.9

女性 622 78.0 34.4 43.6 12.4 9.6

20歳代以下 103 70.9 33.0 37.9 24.3 4.9

30歳代 101 66.4 24.8 41.6 23.8 9.9

40歳代 144 72.9 32.6 40.3 17.4 9.7

50歳代 184 78.3 34.8 43.5 14.1 7.6

60歳代 299 75.3 27.1 48.2 15.7 9.0

70歳以上 299 75.3 31.8 43.5 11.0 13.7

会社勤務 296 69.6 27.7 41.9 21.6 8.8

自営業 139 70.5 28.1 42.4 17.3 12.2

パート・アルバイト 175 79.4 33.1 46.3 13.1 7.4

公務員・非営利団体職員 52 84.6 28.8 55.8 13.5 1.9

専業主婦・主夫 162 77.8 36.4 41.4 12.3 9.9

学生 51 84.4 47.1 37.3 13.7 2.0

無職 222 69.8 23.0 46.8 14.4 15.8

その他 30 86.7 56.7 30.0 10.0 3.3

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
377 76.9 32.1 44.8 15.6 7.4

誰も市内企業で

勤務していない
678 73.9 30.5 43.4 16.4 9.7

回答数

（人）
好印象

特段印象は変

わらない
わからない

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

⑦ SDGs 取組企業への印象 

市内企業が積極的に SDGs に取り組んでいることがわかった場合、その企業に対してどのような印象を

持つか聞いたところ、『好印象を持つ（「好印象を持つ（30.7％）」+「どちらかというと好印象を持つ

（43.6％）」）』が 74.3％で、「特段印象は変わらない（15.9％）」、「わからない（9.8％）」を大き

く上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 12 SDGs 取組企業への印象 

図表 13 SDGs 取組企業への印象（属性別） 
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積極的に取り組んで

いる

6.4%

多少取り組んでいる

19.6%

あまり取り組んで

いない

15.3%

全く取り組んでいない

8.6%

わからない

26.3%

組織・職場に所属し

ていない

23.8%

（n=1,080)

⑧ SDGs に関する取組状況 

所属する組織・職場での SDGs に関する取組状況について聞いたところ、『取り組んでいる（「積極的

に取り組んでいる（6.4％）」+「多少取り組んでいる（19.6％）」）』が 26.0％で、『取り組んでいない

（「あまり取り組んでいない（15.3％）」+「全く取り組んでいない（8.6％）」）』の 23.9％をわずかに

上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 14 SDGs に関する取組状況 
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とてもそう思う

29.4%

まあそう思う

48.4%

あまりそう思

わない

6.2%

全くそう思わない

1.5%

わからない

14.4%

（n=1,129)

（単位：％）

とても

そう思う

まあ

そう思う

あまりそう

思わない

全くそう

思わない

1,114 77.9 29.4 48.5 7.7 6.2 1.5 14.5

男性 493 73.7 26.0 47.7 11.9 9.9 2.0 14.4

女性 621 81.1 32.0 49.1 4.3 3.2 1.1 14.5

20歳代以下 103 81.6 35.0 46.6 6.8 4.9 1.9 11.7

30歳代 101 68.3 22.8 45.5 14.9 12.9 2.0 16.8

40歳代 144 73.6 27.8 45.8 13.2 7.6 5.6 13.2

50歳代 183 77.1 30.1 47.0 6.5 4.9 1.6 16.4

60歳代 299 83.0 27.8 55.2 5.0 4.3 0.7 12.0

70歳以上 296 77.3 31.4 45.9 6.1 6.1 0.0 16.6

会社勤務 295 74.6 27.5 47.1 10.1 8.1 2.0 15.3

自営業 135 71.8 31.1 40.7 11.8 11.1 0.7 16.3

パート・アルバイト 176 83.5 26.1 57.4 3.4 3.4 0.0 13.1

公務員・非営利団体職員 53 86.8 32.1 54.7 9.5 5.7 3.8 3.8

専業主婦・主夫 163 80.4 32.5 47.9 4.9 3.1 1.8 14.7

学生 51 96.1 45.1 51.0 4.0 2.0 2.0 0.0

無職 220 71.8 25.0 46.8 8.2 6.8 1.4 20.0

その他 30 90.0 40.0 50.0 3.3 0.0 3.3 6.7

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
379 79.1 32.7 46.4 8.4 7.1 1.3 12.4

誰も市内企業で

勤務していない
673 79.1 27.8 51.3 6.4 5.1 1.3 14.6

わからない
回答数

（人）
そう思う そう思わない

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

⑨ 山武市内での SDGs の推進 

山武市内（市役所、市内企業等）で SDGs が推進されるべきだと思うか聞いたところ、『そう思う（「と

てもそう思う（29.4％）」+「まあそう思う（48.4％）」）』が 77.8％で、『そう思わない（「あまりそう思

わない（6.2％）」+「全くそう思わない（1.5％）」）』の 7.7％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 15 山武市内で SDGs が推進されるべきか 

図表 16 山武市内で SDGs が推進されるべきか（属性別） 
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積極的に参加・協力

したい

4.4%

可能な範囲で参

加・協力したい

59.9%
あまり参加・協力

したいと思わない

9.5%

全く参加・協力した

いと思わない

2.8%

わからない

23.4%

（n=1,134)

（単位：％）

積極的に参加・

協力したい

可能な範囲で

参加・協力したい

あまり参加・協力

したいと思わない

全く参加・協力

したいと思わない

1,119 64.1 4.5 59.6 12.6 9.7 2.9 23.4

男性 496 59.6 4.2 55.4 16.5 12.7 3.8 23.8

女性 623 67.6 4.7 62.9 9.3 7.2 2.1 23.1

20歳代以下 103 61.2 10.7 50.5 15.5 9.7 5.8 23.3

30歳代 101 63.4 5.0 58.4 10.9 7.9 3.0 25.7

40歳代 144 66.0 4.9 61.1 11.8 8.3 3.5 22.2

50歳代 183 67.7 4.9 62.8 10.9 8.2 2.7 21.3

60歳代 300 65.6 4.3 61.3 14.3 11.0 3.3 20.0

70歳以上 300 61.4 1.7 59.7 10.7 9.7 1.0 28.0

会社勤務 295 61.3 5.4 55.9 14.6 10.5 4.1 24.1

自営業 138 65.2 2.2 63.0 13.7 10.1 3.6 21.0

パート・アルバイト 176 69.9 4.0 65.9 7.9 6.8 1.1 22.2

公務員・非営利団体職員 53 90.5 9.4 81.1 7.6 3.8 3.8 1.9

専業主婦・主夫 164 67.6 2.4 65.2 7.9 6.7 1.2 24.4

学生 51 70.6 15.7 54.9 13.8 11.8 2.0 15.7

無職 221 51.2 1.4 49.8 16.8 13.6 3.2 32.1

その他 30 76.7 10.0 66.7 6.6 3.3 3.3 16.7

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
379 69.4 6.3 63.1 11.1 8.2 2.9 19.5

誰も市内企業で

勤務していない
678 62.7 3.4 59.3 12.9 10.2 2.7 24.5

わからない
回答数

（人）

参加・

協力したい

参加・協力

したくない

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

⑩ 山武市内での SDGs の推進への協力意向 

山武市内での SDGs の推進に関して、参加・協力する意向があるか聞いたところ、『参加・協力したい

（「積極的に参加・協力したい（4.4％）」+「可能な範囲で参加・協力したい（59.9％）」）』が

64.3％で、『参加・協力したくない（「あまり参加・協力したいと思わない（9.5％）」+「全く参加・協力し

たいと思わない（2.8％）」）』の 12.3％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 17 山武市内での SDGs の推進への協力意向 

図表 18 山武市内での SDGs の推進への協力意向（属性別） 
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72.2

41.6

31.9

14.2

16.3

4.1

2.6

0 20 40 60 80

日常生活での取組事例（エコバックの活用、商品ロ

スの削減、再生可能エネルギーの利用等）の紹介

山武市内の企業や市民の取組事例の紹介

千葉県や全国の企業や住民の取組事例の紹介

取り組みを進めている企業や、

関心のある人などと交流する機会

わからない

自身で実践しようと思わない

・情報は必要ない

その他

（％）

（n=1,135）

（単位：％）

回答数

（人）

日常生活での取

組事例（エコバッ

クの活用、商品ロ

スの削減、再生

可能エネルギーの

利用等）の紹介

山武市内の企業

や市民の取組事

例の紹介

千葉県や全国の

企業や住民の取

組事例の紹介

取り組みを進めて

いる企業や、関

心のある人などと

交流する機会

わからない

自身で実践しよう

と思わない・情報

は必要ない

その他

1,120 72.2 41.8 32.0 14.3 16.3 4.0 2.6

男性 498 64.7 40.0 29.9 12.2 19.1 6.2 3.0

女性 622 78.3 43.2 33.6 15.9 14.0 2.3 2.3

20歳代以下 103 75.7 34.0 19.4 11.7 12.6 7.8 3.9

30歳代 101 71.3 35.6 28.7 13.9 22.8 4.0 2.0

40歳代 145 70.3 44.8 37.9 17.2 11.0 7.6 2.1

50歳代 185 70.3 41.1 36.8 13.5 16.2 2.2 3.8

60歳代 299 75.9 44.8 33.8 16.7 15.1 2.3 1.7

70歳以上 299 69.2 42.1 29.8 11.7 19.4 4.0 2.7

会社勤務 295 67.1 41.4 35.3 15.9 16.9 6.1 2.0

自営業 139 70.5 36.7 27.3 21.6 16.5 3.6 1.4

パート・アルバイト 176 78.4 46.0 32.4 12.5 13.6 2.3 1.7

公務員・非営利団体職員 53 81.1 54.7 39.6 22.6 1.9 3.8 1.9

専業主婦・主夫 164 78.7 45.1 37.2 13.4 15.9 1.8 3.7

学生 51 78.4 33.3 19.6 17.6 7.8 3.9 7.8

無職 221 63.8 36.7 24.4 5.9 24.9 5.0 2.3

その他 30 90.0 53.3 50.0 16.7 6.7 3.3 6.7

自身や同居家族が市内企業

で勤務している
378 74.1 43.4 29.9 17.2 14.8 3.4 2.9

誰も市内企業で

勤務していない
680 72.1 41.3 32.8 12.6 16.6 3.8 2.4

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

⑪ SDGs の実践にあたり必要な情報 

SDGs に関して取り組もうと思った時、どんな情報があれば SDGs を実践してみようと思うかについて聞

いたところ、「日常生活での取組事例（エコバックの活用、商品ロスの削減、再生可能エネルギーの利用

等）の紹介（72.2％）」が最も多く、次いで「山武市内の企業や市民の取組事例の紹介

（41.6％）」、「千葉県や全国の企業や住民の取組事例の紹介（31.9％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 19 SDGs の実践に当たり必要な情報 

図表 20 SDGs の実践に当たり必要な情報（属性別） 
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30.0

30.0

25.5

24.4

22.0

22.0

21.4

21.2

15.5

13.5

13.4

13.0

8.1

7.3

6.4

4.9

4.1

0 10 20 30 40

健康であること

持続可能なまちと地域社会

気候変動の対策

貧困をなくすこと

清潔な水と衛生

平和で公正な社会

再生可能エネルギー

適切な良い仕事と経済成長

不平等を減らすこと

質の高い教育

海のいのちを守ること

新しい技術とインフラ

責任をもって消費すること

目標のために協力すること

陸のいのちを守ること

飢餓をなくすこと

ジェンダーの平等

（％）

（n=1,110）

（単位：％）

回答数

（人）

持続可

能なまち

と地域

社会

健康で

あること

気候

変動の

対策

再生可

能エネル

ギー

適切な

良い仕

事と経

済成長

清潔な

水と

衛生

貧困を

なくすこと

平和で

公正な

社会

不平等

を減らす

こと

質の高い

教育

新しい

技術と

インフラ

海の

いのちを

守ること

責任を

もって

消費

すること

目標の

ために

協力す

ること

陸の

いのちを

守ること

飢餓を

なくすこと

ジェン

ダーの

平等

1,097 30.2 30.1 25.5 21.3 21.2 21.8 24.2 22.0 15.2 13.6 12.9 13.5 8.1 7.3 6.4 4.6 3.9

865 33.7 29.1 28.8 24.3 22.2 22.0 21.8 20.2 14.6 14.2 13.6 13.3 8.3 7.3 5.9 3.6 3.2

とても

そう思う
329 38.3 22.8 28.9 29.8 19.1 21.9 21.9 18.2 14.0 16.1 16.1 15.5 10.0 9.4 6.4 4.0 3.3

まあそう

思う
536 30.8 33.0 28.7 20.9 24.1 22.0 21.8 21.5 14.9 13.1 12.1 11.9 7.3 6.0 5.6 3.4 3.2

84 22.6 30.9 15.4 11.9 16.7 32.1 22.6 19.0 16.6 14.3 14.3 13.1 8.3 4.8 4.7 7.1 6.0

あまりそう

思わない
69 23.2 30.4 18.8 10.1 17.4 36.2 23.2 18.8 13.0 11.6 15.9 13.0 10.1 5.8 4.3 7.2 5.8

全くそう

思わない
15 20.0 33.3 0.0 20.0 13.3 13.3 20.0 20.0 33.3 26.7 6.7 13.3 0.0 0.0 6.7 6.7 6.7

わからない 148 14.2 35.1 12.2 9.5 18.2 14.9 38.5 33.8 18.2 9.5 8.1 14.9 6.8 8.8 10.1 9.5 6.8

そう思う

そう思わない

全体

⑫ 山武市で推進してもらいたい SDGs のゴール 

SDGs の 17 のゴールのうち、山武市において積極的に推進してもらいたいものについて聞いたところ、

「健康であること（30.0％）」、「持続可能なまちと地域社会（30.0％）」が最も多く、次いで「気候変

動の対策（25.5％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 21 山武市で推進してもらいたい SDGs のゴール 

図表 22 山武市内で SDGs を推進すべきかと、推進してもらいたい SDGs のゴール 
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是非参加したい

3.6%

場所や日時などが

あえば参加したい

25.0%

内容次第では参加

してもいい

35.0%

参加する気はない

17.5%

わからない

18.9%

（n=1,125)

（単位：％）

是非参加

したい

場所や日時

などがあえば

参加したい

内容次第で

は参加しても

いい

1,110 28.4 3.6 24.8 35.2 17.7 18.7

男性 492 23.5 3.0 20.5 39.0 18.3 19.1

女性 618 32.2 4.0 28.2 32.2 17.2 18.4

20歳代以下 102 23.5 2.9 20.6 33.3 30.4 12.7

30歳代 98 19.4 1.0 18.4 37.8 27.6 15.3

40歳代 144 27.8 4.9 22.9 37.5 15.3 19.4

50歳代 183 24.6 3.3 21.3 41.0 16.4 18.0

60歳代 299 32.5 4.7 27.8 35.8 14.4 17.4

70歳以上 295 31.9 3.1 28.8 29.2 14.6 24.4

会社勤務 292 25.7 3.8 21.9 35.6 20.5 18.2

自営業 140 25.7 2.1 23.6 35.7 17.1 21.4

パート・アルバイト 173 31.2 2.3 28.9 39.3 14.5 15.0

公務員・非営利団体職員 52 38.4 3.8 34.6 46.2 11.5 3.8

専業主婦・主夫 164 31.0 3.0 28.0 29.3 17.1 22.6

学生 51 29.4 5.9 23.5 35.3 23.5 11.8

無職 216 26.4 4.2 22.2 32.4 17.1 24.1

その他 30 30.0 6.7 23.3 36.7 13.3 20.0

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
376 30.3 5.3 25.0 34.6 19.9 15.2

誰も市内企業で

勤務していない
673 27.1 2.4 24.7 36.0 16.0 21.0

参加する
回答数

（人）

参加する

気はない
わからない

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

⑬ SDGs を学ぶイベントへの参加意向 

SDGs について学ぶ機会（セミナー、ワークショップ、イベント等）が山武市内で開催された場合の参加

意向について聞いたところ、『参加する（「是非参加したい（3.6％）」+「場所や日時などがあえば参加し

たい（25.0％）」+「内容次第では参加してもいい（35.0％）」）』が 63.6％で、「参加する気はない

（17.5％）」を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 23 SDGs を学ぶイベントへの参加意向 

図表 24 SDGs を学ぶイベントへの参加意向（属性別） 
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はっきりと持って

いる

13.0%

漠然と持っている

36.8%

どちらともいえない

32.8%

ほとんど持って

いない

8.4%

全く持っていない

5.0%

わからない

4.0%

（n=1,129)

（単位：％）

はっきりと

持っている

漠然と

持っている

ほとんど持っ

ていない

全く持って

いない

1,113 49.8 13.0 36.8 13.4 8.4 5.0 32.6 4.0

男性 492 49.0 13.2 35.8 12.4 7.7 4.7 34.8 3.9

女性 621 50.6 12.9 37.7 14.3 9.0 5.3 30.9 4.2

20歳代以下 101 46.5 10.9 35.6 19.8 13.9 5.9 25.7 7.9

30歳代 98 42.8 12.2 30.6 20.4 10.2 10.2 34.7 2.0

40歳代 145 42.1 9.7 32.4 16.5 11.7 4.8 39.3 2.1

50歳代 184 46.7 11.4 35.3 16.9 10.9 6.0 33.7 2.7

60歳代 300 52.3 10.3 42.0 10.3 7.0 3.3 31.7 5.7

70歳以上 296 56.8 19.6 37.2 8.5 4.4 4.1 31.4 3.4

会社勤務 291 45.0 11.7 33.3 18.5 11.3 7.2 33.3 3.1

自営業 139 57.5 20.1 37.4 12.2 8.6 3.6 27.3 2.9

パート・アルバイト 173 41.1 8.7 32.4 12.7 11.0 1.7 42.2 4.0

公務員・非営利団体職員 53 73.6 15.1 58.5 7.6 3.8 3.8 18.9 0.0

専業主婦・主夫 164 54.9 14.0 40.9 13.4 7.3 6.1 26.2 5.5

学生 51 47.1 11.8 35.3 9.8 3.9 5.9 37.3 5.9

無職 220 49.6 11.4 38.2 10.5 5.5 5.0 34.5 5.5

その他 30 53.4 26.7 26.7 13.3 10.0 3.3 30.0 3.3

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
377 54.6 15.9 38.7 11.9 7.4 4.5 30.5 2.9

誰も市内企業で

勤務していない
675 48.2 10.7 37.5 14.0 9.0 5.0 33.5 4.3

わからない
回答数

（人）
持っている

持って

いない

どちらとも

いえない

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

2）山武市に関することについて 

① 山武市への誇りや愛着 

山武市に誇りや愛着を持っているかについて聞いたところ、『持っている（「はっきりと持っている

（13.0％）」+「漠然と持っている（36.8％）」）』は 49.8％で、『持っていない（「ほとんど持っていな

い（8.4％）」+「全く持っていない（5.0％）」）』の 13.4％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 25 山武市への誇りや愛着 

図表 26 山武市への誇りや愛着（属性別） 
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（単位：％）

とても

そう思う

まあ

そう思う

あまりそう

思わない

全くそう

思わない

1,115 78.1 29.6 48.5 7.7 6.2 1.5 14.2

557 85.3 36.5 48.8 4.3 3.9 0.3 10.4

はっきりと持っている 144 83.3 45.8 37.5 4.2 3.5 0.7 12.5

漠然と持っている 413 86.0 33.2 52.8 4.3 4.1 0.2 9.7

150 67.3 22.0 45.3 17.3 11.3 6.0 15.3

ほとんど持っていない 94 71.3 21.3 50.0 15.9 10.6 5.3 12.8

全く持っていない 56 60.7 23.2 37.5 19.6 12.5 7.1 19.6

365 75.1 24.4 50.7 9.5 7.9 1.6 15.3

43 48.8 11.6 37.2 2.3 2.3 0.0 48.8

そう

思わない

回答数

（人）
わからない

全体

誇りや愛着を持っている

誇りや愛着を持っていない

どちらともいえない

わからない

そう思う

（単位：％）

はっきりと

持っている

漠然と

持っている

ほとんど持っ

ていない

全く持って

いない

904 52.3 13.4 38.9 12.8 7.6 5.2 31.7 3.1

665 57.2 14.6 42.7 10.0 6.2 3.8 30.8 2.0

非常に

関心がある
132 59.8 26.5 33.3 12.2 6.1 6.1 25.8 2.3

やや関心が

ある
533 56.6 11.6 45.0 9.4 6.2 3.2 32.1 1.9

239 38.5 10.0 28.5 20.9 11.8 9.2 34.3 6.3

あまり関心

がない
199 40.2 9.5 30.7 19.1 11.1 8.0 35.2 5.5

全く関心

がない
40 30.0 12.5 17.5 30.0 15.0 15.0 30.0 10.0

どちらとも

いえない
わからない

回答数

（人）
持っている

持って

いない

関心がある

関心がない

全体

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 27 SDGs への関心と山武市への誇りや愛着 

図表 28 山武市への誇りや愛着と、市内で SDGs を推進すべきかについて 
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ずっと住み続けたい

38.3%

当分は住んでいたい

36.4%

やがては市外に

移りたい

9.4%

すぐにでも市外

に移りたい

3.7%

わからない

12.1%

（n=1,115)

（単位：％）

ずっと住み

続けたい

当分は

住んでいたい

やがては

市外に

移りたい

すぐにでも

市外に

移りたい

1,109 74.8 38.3 36.5 13.2 9.4 3.8 12.0

男性 489 76.5 39.5 37.0 11.7 9.0 2.7 11.9

女性 620 73.5 37.4 36.1 14.4 9.7 4.7 12.1

20歳代以下 102 49.0 15.7 33.3 33.4 27.5 5.9 17.6

30歳代 98 66.4 28.6 37.8 16.3 11.2 5.1 17.3

40歳代 144 68.1 25.7 42.4 12.5 7.6 4.9 19.4

50歳代 184 67.4 27.7 39.7 19.0 12.5 6.5 13.6

60歳代 299 82.9 45.8 37.1 9.7 7.4 2.3 7.4

70歳以上 293 86.0 54.6 31.4 5.1 3.4 1.7 8.9

会社勤務 290 68.0 29.0 39.0 17.3 12.8 4.5 14.8

自営業 138 85.5 54.3 31.2 5.0 4.3 0.7 9.4

パート・アルバイト 172 69.2 25.0 44.2 13.4 9.3 4.1 17.4

公務員・非営利団体職員 53 84.9 39.6 45.3 5.7 5.7 0.0 9.4

専業主婦・主夫 164 75.0 45.1 29.9 14.6 8.5 6.1 10.4

学生 51 49.0 15.7 33.3 39.2 33.3 5.9 11.8

無職 219 83.1 48.9 34.2 8.2 5.5 2.7 8.7

その他 30 83.3 53.3 30.0 6.7 0.0 6.7 10.0

自身や同居家族が

市内企業で勤務している
377 74.8 40.3 34.5 13.8 10.6 3.2 11.4

誰も市内企業で

勤務していない
671 74.8 36.2 38.6 13.1 9.4 3.7 12.1

回答数

（人）
住み続けたい

市外に

移りたい
わからない

性

別

年

齢

職

業

市

内

勤

務

全体

② 山武市に住み続けることについて 

山武市に住み続けたいと思うか聞いたところ、『住み続けたい（「ずっと住み続けたい（38.3％）」+

「当分は住んでいたい（36.4％）」）』は 74.7％で、『市外に移りたい（「やがては市外に移りたい

（9.4％）」+「すぐにでも市外に移りたい（3.7％）」）』の 13.1％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 29 山武市に住み続けることについて 

図表 30 山武市に住み続けることについて（属性別） 
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（単位：％）

とても

そう思う

まあ

そう思う

あまりそう

思わない

全くそう

思わない

1,111 78.2 29.6 48.6 7.5 6.0 1.5 14.2

832 82.1 31.6 50.5 5.9 4.9 0.9 12.0

ずっと住み

続けたい
425 82.8 35.3 47.5 5.4 4.5 0.9 11.8

当分は住んで

いたい
407 81.4 27.8 53.6 6.4 5.4 1.0 12.3

146 71.3 29.5 41.8 14.3 9.6 4.7 14.4

やがては市外に

移りたい
104 74.1 30.8 43.3 13.4 9.6 3.8 12.5

すぐにでも市外に

移りたい
42 64.3 26.2 38.1 16.6 9.5 7.1 19.0

133 61.7 17.3 44.4 10.5 9.0 1.5 27.8

回答数

（人）
そう思う

そう

思わない
わからない

全体

住み続けたい

市外に移りたい

わからない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 31 山武市内での SDGs の推進と山武市に住み続けることについて 
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③ 自由意見 

SDGs に関すること全般や、山武市が SDGs を推進すること、将来的な方向性等に関して意見を求め

たところ、304 人から 386 件の意見が寄せられた。意見については、一人が複数の意見を記入している場

合は、それぞれを１件として件数に加えている。なお、主な意見を掲載しているが、主旨を尊重しながら表

現をまとめるとともに誤字などを修正している。 

項目別に見ると、「自然保護・整備について（43 件）」が最も多く、次いで「少子高齢化・人口減

少について」（40 件）、「情報発信について（38 件）」、「リサイクル・ごみ処理について（31

件）」が続いた。 

多かった意見 件数 

(ア) 自然保護・整備について 43 

(イ) 少子高齢化・人口減少について 40 

(ウ) 情報発信について 38 

(エ) リサイクル・ごみ処理について 31 

(オ) 交通インフラについて 25 

(カ) 子育て・教育について 22 

(キ) エネルギー・発電について 18 

(ク) 健康・福祉について 14 

(ケ) 貧困について 11 

(コ) 気候変動・温暖化について 9 

(サ) 生活インフラについて 8 

(シ) 災害対策について 8 

(ス) ゼロカーボンシティについて 7 

(セ) 食品ロスについて 6 

(ソ) 外国人について 6 

(タ) EV（電気自動車）について 5 

(チ) SDGs 全般について 60 

(ツ) その他 35 

合計 386 

 

 

 

図表 32 自由意見 
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（ア）自然保護・整備について 

属性 意見内容 

男性・70 歳以上 

・ 山武市に転居して 8 年になりますが、山武市の特徴、魅力は自然に恵まれていること

だと感じています。海=九十九里、陸=豊かな田園風景の山林です。SDGs の項目は

多岐にわたって捉え所が難しいと思いますが、将来を見たときに重要項目の一つが気候

変動、災害対策であると思います。山武市の自然を守ることを是非取り上げて頂きたい

と思います。同じ立地環境にある市町村との連携も需要と思います。 

男性・50 歳代 
・ 川、山、海を特殊な重機を使用して地域の整備をして、どの場所（他市）よりも美しく

する事。特に川のごみなど回収し災害に強い町作り。 

女性・60 歳代 

・ テレビで SDGs の情報を目にするようになり、今まで何も考えず購入していた品物もこっ

ちの方が地球に優しいかも？など考えるようになった。また壊れたものをすぐにごみにせ

ず、修理を考えるようにしている。山武市は海が近くにあるので、海の環境についても考

えて欲しい。 

男性・40 歳代 

・ 海と森等、自然豊かな山武市の自然を守るため、先陣を切って気候変動対策に取組

み、モデルケースとしてほしい。また、高齢者が暮らしやすい市としていくため、都心にない

自然を感じながら移動手段に困らない施策を進んでいければ良いと思います（無人バ

ス、乗り合いバス、路線バスの停留所まで歩くのも大変な方も増えているので、フリー停

留所化）。 

女性・40 歳代 

・ ①植林の手入れが出来る人を増やして欲しい。暖炉を使える団地を街づくりとして 1 か

所でもいいから作ってもらいたい。 

②伐採や自然災害などで出た杉を薪にして利用したい。今でも暖炉は使えますが、コス

トがかかりすぎて実現が難しい。 

③昔のように風呂を薪でたくことは無くなってしまいましたが、あたたかい Co2 を出さない

生活を取り戻したいです。 

男性・30 歳代 

・ 山武市には海があるので、海岸付近に観光施設など作り、SDGs 活動（ビーチクリー

ン）と紐づけられる様な体制を行い、山武市の雇用と財源に大きく貢献出来るような

場所を作って欲しいです。 

女性・70 歳以上 

・ SDGs の問題は地球上に住んでいる人間全員が関心を持ち、少しづつでも変えていか

なければいけない事だと思います。経済成長を目標にしてきた事で生活は豊かにはなり

ましたが、豊かすぎることを反省するべきと思います。 

・ 山武市は海あり、山ありで素晴らしい所と思っています。四季を通し様々の果物も収穫

でき、大切にしていきたい市であると感じています。 

・ 倒木が多かった山も今、整備されつつ有ります。自然豊かなこの街をずっと後世に残せ

るように皆で考えて行けたらと思います。まずは小さなことから実行したいですね。 



24 

 

 

 

属性 意見内容 

女性・60 歳代 

・ 山武市は山武杉の発祥の地であります。全国的にも名の知れた名木です。この山武

杉をどう守り、育て、発展させていくのか大変重要な事だと思います。山を守ることは、海

を守ることに繋がり、そしてすべての環境問題にも繋がっています。今こそしっかり議論し、

実践に移していくことが何より大切な事と考えます。また、山武市には蕨真を始めとする

多くの文化人も排出しています。学校教育で先人たちの残した優れたものを深く学ば

せ、目標をもって進んでいけるよう働きかけることも大切かと思います。 

女性・50 歳代 

・ 自然が多い山武市ですが、森林は荒れており残念に思います。最近は台風の影響後

の木の伐採等が行われており、この数十年間の手の入らなかった状況を目にしておりま

す。 

・ 太陽光発電も大規模化しており、一抹の不安も感じます。個々の家（屋根）の太陽

光発電設備等を充実させた施策で再生可能エネルギーを進めて欲しいと思いました。

（ごみによるバイオ発電など）地球に優しい山武市であって欲しいです。 

男性・60 歳代 

・ 山武市は海岸地域、山間地域の両方にまたがる特徴を構えた、自然に富んだ都市で

ある。過去には魅力のない都市と評価を受けた事があるが、SDGs への取り組み推進

は評価を覆すカギとなり、その可能性は無限大といえるのではないだろうか？何もないか

のように言われるが、何といっても、海山にまたがる自然を有している魅力が根底にあり、

ここをポイントにして、次代につながる活動を推進していきたいと思う。ターゲットについて

は、様々な人、地域に問いかけて絞り込む事が大事と思います。 

女性・30 歳代 ・ 自然豊かな環境を維持し続けてもらいたい。 

男性・20 歳代 

・ 自然豊かで良いと思うが、魅力度ランキング最下位という現実もあるので、綺麗ごとは

言っていられない現状もあると存じます。住みやすい、住みたい、行きたい、行ってみた

い、そんな魅力がある町へ改善、革命を起こすことを期待しております。 

 

（イ）少子高齢化・人口減少について 

属性 意見内容 

男性・60 歳代 

・ SDGs はともかくとして、市内においての勤務場所が少ないことで、市外への流出してい

る案件が多いと感じている。少子高齢化に歯止めをかけ、安心して暮らしていける街づ

くりを望んでいます。 

女性・50 歳代 

・ 少子化が進み市内の人口源で小中学校が統合されるようになってきたことに危機感を

抱いています。SDGs を通じて質の高い教育や若い人たちが暮らしやすい街づくりを進

めて、市内の人口増加を目指す取組が課題ではないかと考えています。 

・ ゼロカーボンシティはとても重要な事で続けていくことは大切だと思います。しかし、ゼロカ

ーボンシティに暮らして良かったとか、移住したいという個人の動機には繋がらないかと。 

女性・70 歳以上 

・ 山武市（現在の家）に住み続けたいが、当地は公共交通、商店も無く今後の生活

が心配。地域もほとんど高齢化で空家、未耕作地も多く若い人が都市部に流出してし

まう。地元で働く場所が必要と思う。 
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属性 意見内容 

女性・20 歳代 

・ SDGs に対する政策を実施することはとても良いことだとは思うが、他の市の真似事のよ

うなことをしても、魅力は高まらない。山武市が持続していくためには、まず人口の流出

を抑制するべき。山武市に住むメリットを感じられるように、他の市からも訪れたいと思う

ような施設、及び環境を整備してほしい。今のままでは居てもしょうがない市である。 

・ この用紙提出も紙媒体ではなく、QR コードなどからのフォーム入力等も検討するべきだ

ったのでは。税金と資源と人件費の無駄なのではと思う。 

女性・40 歳代 
・ 山武市は人口が減って高齢化、少子化が進んでいるので、SDGs が促進されて、住み

やすくて魅力ある街になってもっと活気が出ると良いと思う。 

男性・50 歳代 

・ 山武市は何をやるにも消極的であった歴史があり、事実近隣市町村と比べ少し見劣り

し、その結果過疎化が進んでいる。将来的に発展できるよう、財政強化、インフラ整

備、海岸幹線の整備、人口増加策（宅地大学誘致・税政優遇）等を進めて発展し

誇れる市になって頂きたい。最も魅力のない市の汚名を挽回してほしい。 

女性・10 歳代 
・ 高齢者や身体の不自由な方々が過ごしやすい社会ということは、健常者である私たち

にとっても過ごしやすい社会だと思うので、誰もが過ごしやすい社会を作ってほしい。 

男性・70 歳以上 

・ 新たに SDGs を推進するより、今、市として抱えている問題（例えば人口減少=魅力

がない）が山のようにある。何をするにも人が主体である。SDGs はその中で関連するも

のを分かりやすく説明して推進していって欲しい。 

女性・30 歳代 

・ 山武市はお年寄りが多いです。その方たちが住みやすい方向に行って欲しい。「若い人

たちのため」というのもわかるが、インフラ等の整備。 

台風の時なども大変な目にあったので、あまり将来的な事より、今をどうにかしてほしい。

山の方に住んでいる方は大変な事になっても忘れられがち。困っていても我慢していま

す。目を向けてあげてください。 

男性・40 代 
・ 良い取り組みだと思います。人口が減少していく中、山武市が持続できる方策を推進し

て頂きたい。 

 

（ウ）情報発信について 

属性 意見内容 

女性・60 歳代 

・ SDGs の理念は賛同するが、まだ具体的な取り組み例や知識が少ないので広報して

ほしい。小さい具体例から、皆が感心を寄せ、色々知恵も集まって良いものになっていく

のではないかと思う。 

男性・50 歳代 
・ SDGs の内容が広すぎてよく理解できていません。ひとつひとつ進めていくにしても、市民

にその内容がある程度分かるようにしてもらえると協力もしやすくなります。お願いします。 

女性・30 歳代 

・ 説明で読んでも分かりませんでした。でも、スマホで検索してまで調べようとも思いませ

ん。もっと知って欲しい。将来こうなって欲しいとかあるのであれば、具体的に何かした方

がいいと思います。20 代、30 代の人に強制ではなく、自然に情報が頭に入る方法、き

っとあるはずです。 



26 

 

 

 

属性 意見内容 

女性・70 歳以上 

・ SDGs の取り組みに関して、プロモーション活動がうまくない。広報誌や HP において周

知すべきだと思う。表紙が迷走している。情報量が多すぎて読みづらい。もっと取り組み

を身近に感じられるように事例を紹介して欲しい。 

男性・40 歳代 

・ 17 の項目すべてを同じように取り組むのは難しいので、市として取り組むのであれば幾

つかピックアップして段階を踏んで取り組むのが現実的な気がします。イベントを催すにし

ろ、何らかのゲーム性を持たせたり、競争性をも持たせる（商品を用意）ことで、参画

意識を人々に与えるかもしれません。 

男性・60 歳代 
・ 一般の人達に SDGs とは何かを説明するのが先だと考える。広報誌で説明と例をして

いかないと部落の人は全く分からずに終わってしまう。 

男性・20 歳代 
・ SDGs には 17 ものゴールがあり、全て取り組むことは難しい事と思うので優先順位をつ

けて推進した方が市民に伝わりやすいのでは。 

女性・20 歳代 

・ 以前、山武市の YouTube や HP で SDGs に関する取り組みを拝見しました。まず

は、市の方がどこまでの取り組みを目指しているのか知りたいです。私は個人的に

SDGs に関わる活動を行っています。そのため、地元で「前向きな姿勢」が見られるので

あれば是非協力したいと考えています。まずは住民への「正しい SDGs の認識」を伝え

るべきです。そのために有効な手段として、子どもたちにまずは知識をつけてもらい、会話

の中で社会問題について考える時間を増やす、という流れを提案します。またＺ世代の

力を借りることを強くおすすめします。 

 

（エ）リサイクル・ごみ処理について 

属性 意見内容 

男性・50 歳代 

・ SDGs はまだ始まったばかりでプラスチックごみが海に出ないようにしたり、分別ごみに分

けたりしている。ゼロカーボンはすぐにできない（車社会だから仕事場が遠い人もい

る）。 

・ ハイブリット車、電気自動車は値段が高くて手が出せない。 

女性・10 歳代 

・ ①市役所に家庭で余っている食品を回収するＢＯＸを設け、貧困家庭に配ったり、リ

サイクルしたりする。ポイント還元するなどし、再び持ってきてもらえるようにする（企業の

食品ロス削減はある程度されているが、家庭はまだまだだと思う）。 

・ ②保健師、看護師、管理栄養士などがグループを結成し高齢者宅へ訪問チェックを行

う。孤独死の防止、健康増進につながり良い。 

・ ③社会福祉士などがグループを結成し、一人親家庭への訪問を行うことで、社会的孤

立や貧困の連鎖の断ち切りへとつなぐ。子ども食堂を公設する等。 

・ 官民共同となり、社会的孤立の防止、資源の活用等を行い、行動することが大切だと

考える。 
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属性 意見内容 

女性・70 歳以上 

・ 具体的にはどうする・どうしたら良いのかあまりに漠然としているので、説明が少し必要で

ないかと思います。市政について提案ですが、 

・ ①ごみ集積所を各区所内の公民館に設置し、出来る限り利用することを徹底し、市

街の道路上の衛生、景観をよくしてほしい。 

・ ②防災無線について、現在毎日小学生による見守りお礼とコロナ感染の注意喚起が

行われていますが、放送はマンネリ化している。コロナ感染については、行政が積極的に

行うものですので、小学生に違和感があります。防災無線による自然災害台風情報は

めったに行われていません。 

男性・50 歳代 

・ ①ごみ 0 運動を継続 

・ ②コロナがおさまったら祭りや盆踊りなどを盛大に行う（さんむ音頭の作成） 

・ ③自家発電（太陽光、風力など）への助成制度 

・ ④効率的な事務運営による経費削減（例えばバラまきは賛成しないが、やるのであれ

ば経費がかからない方法で実施する。税収が減ることが見込まれるので極力税金を使

わないことを考える） 

女性・30 歳代 

・ 多くの国民が自分の出来る範囲で細々と暮らしているのに、高度経済成長から莫大な

お金をかけて、何度も作るだけ作って、今あらゆる所で老朽化が進んでいる。しかしその

保証はなく、いつでも国民が犠牲を被る。ごみの仕分けでも、ペットボトルについてラベル

やキャップは手だけでは外せず、企業は売りたいだけ売る感じ。海外では企業が容器を

回収、洗浄、再利用していることもあるようだ。 

・ JA は農薬を農家に強制的に売っていたというのは本当か？今さら SDGs と英語で突

きつけられてもお年寄りに冷たい。綺麗な顔した有名人が呼びかけたとことで、どうもすん

なり入って来ない。 

男性・60 歳代 
・ レジ袋（スーパー等の）除去、植物性肉の活用等、出来ることからやっていくようにする

のが良い。 

女性・60 歳代 

・ ごみ収集の袋が他の市に比べて高すぎる。これからも色々なものが値上がりして来て家

庭に響いてきています。交通機関、山武市に乗り合いタクシーがありとても良いと思う

が、例えば隣の八街市に行くバスがない。自分の市は自分の市の範囲というのもわかる

が発展もないと思う。 

 

（オ）交通インフラについて 

属性 意見内容 

女性・60 歳代 

・ SDGs はとても大切でこれから考えて行かなければならないと思います。山武市はその

前にやらなければならないことが多々あると思う。通学路問題、台風に備えて森林や道

路の整備、高いごみ袋、何も解決されず変化もみられない。山武市は一部だけ発展し

ても何も意味がない。 

女性・70 歳以上 ・ もう少しでいいので交通の便を良くしてほしい。 
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属性 意見内容 

女性・50 歳代 

・ ①徒歩での生活圏を増進（早期達成）（成東駅から松尾駅・東金駅間の線路沿

いの歩道が欲しい/成東駅の踏切の保蔵を整備して、車との接触リスクを避けられるよう

にしてほしい/成東駅からストロベリーロードへスムーズ・安全に往来できるよう歩道を整

備して欲しい） 

②清潔感・美観のある街づくりを推進（126 線沿いの放置看板の廃棄、雑草駆除の

徹底） 

③都市部通勤者への優遇（成東駅前駐車場の無料/特急通勤補助） 

④街アプリ達成のヴィジュアル化（分かりやすい可視化）による市民の進捗状況の共

有化 

⑤山武市マップに目標計画と達成状況を市役所や駅に掲示 

女性・40 歳代 

・ このままでは歳をとったとき、（車が運転できなくなった時）に好きに買い物にいけない。

娯楽施設が少ない等を考えるともっと都会に引っ越したいが、資金面を考えると引っ越

しは現実的ではない。 

女性・30 歳代 

・ ずっと住み続けたい=子供たちが安全かつ育てやすい環境かになると考えています。山

武市は木が多く自然豊かですが、今にも倒れてきそうな木や竹、歩道のない交通量の

多い道に何度もヒヤリした事や飛び出した枝で車などをひっかいてしまった事もあり、整備

が行き届かないとよく感じます。 

高齢者が多く、なかなかの運転をする方が目立つので大きな事故につながる前に歩道

やガードレールはしっかりとしていただきたいです。小さな命やきれいな街を守るためにも空

き家やほったらかしの土地など見直した方がいいと思いました。 

男性・60 歳代 

・ 今年 2 月に引っ越してきました。やがては市外に移りたいです。交通のアクセスがとても

不便です。車社会の典型です（乗り合いタクシーの時間設定が曖昧なため予約受付

とドライバーの感覚が共有されておらず結局利用者に迷惑がかかる）。 

隣接する八街駅や横芝駅周辺は発展しているが、山武市の駅は遅れている。特に成

東駅は総武本線・東金線利用で特急の停車駅になっています。もう少し考えた方が良

いのでは？ 

 

（カ）子育て・教育について 

属性 意見内容 

女性・30 歳代 

・ 山武市は自然に恵まれ都心からもアクセスは悪くないと思います。それに関わらず、若い

世代・子育て世代が住みたいと思えない。高齢者は車がないと生活が不便。魅力が無

いと言われても仕方がない現状です。介護タクシーや乗り合いタクシーをもっと誰でも使

用しやすいように整えたり、買い物代行、受診の付き添いサービス、ネットスーパー、病

児保育や安心して頼めるベビーシッターなど老若男女に優しい市になって欲しい。 
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属性 意見内容 

男性・40 歳代 

・ 教育についてですが、全国的に見ても不登校が年々増えています。それにも関わらず山

武市は申し訳ございませんが、他の地域に比べて不登校に関しての意識が低いと感じ

ております。学校教育制度が限界な時代の中、学校以外の様々な学びをという推進し

ていくのか？折角ある不登校支援の情報が行き届いていないのも現状です。他地域で

はフリースクールなどの民間と連携をどんどんとっています。山武市も官民一体となり、不

登校対策本部など立ち上げて、継続したサポートをお願いいたします。不登校はこれか

らの教育の課題です。 

女性・30 歳代 

・ 教育に関しては、校内だけでなく地域のことを知る授業を増やしたら良いと思います。地

域の神社やお寺、産業などを知ることで若者が地元に定着すると良いと思います。若者

が意欲を持って取り組める仕事が地元で出来るといいです。 

女性・50 歳代 

・ 市が SDGs を推進したいのであれば、親子で話し合う機会を与えてあげればと思う。学

校で講演会を開催しても親と子で別々に聞くことがあれば、それを家に帰って話し合う

親子の割合は少ないと思う。いつも思っていたが、小中学校の入学式にちょっとした公

演を聴く機会を作れば親子での会話が多少増えると思う。 

・ これからの世の中を担ってもらうために小さい頃から耳にふれさせてあげて、親子で何か

一つでも協力し合えることを身につけさせれば良いと思う。 

女性・60 歳代 

・ 10 年後を担う子供たちに SDGs を学んでほしい。SDGs を学び自分なりに考えを持

てる人材を育てる事が大切だと思う。子供が家庭で話してくれると大人にも広がっていく

でしょう。 

 

（キ）エネルギー・発電について 

属性 意見内容 

男性・70 歳以上 

・ 太陽光発電の重要性は理解できるが、休耕地や山林に設置することは疑問に残る。と

りわけ山林を伐採し発電パネルを設置する地主が存在していることに憤りを強く感じる。

行政から指導の徹底をお願いしたい。 

女性・20 歳代 
・ 山林の太陽光パネルの設置について、景観や安全管理が気になります。山林の適切

な管理と植林などの循環の必要性を感じます。 

女性・60 歳代 

・ 再生可能エネルギーといっても太陽光パネル等をあちこち増やし、景観を損なうことはや

めて欲しいです。山武市の海、山、田畑を生かした取組をして欲しいです。開発も景観

を悪くしない。 

・ ただ、建物を作るのではなく、あるものを生かした取り組みで、山武市の魅力を残してい

ただきたい。活力ある町にしていって欲しいです。 

男性・40 歳代 

・ ①再生可能エネルギー（太陽光発電、蓄電池、EV）導入に対する補助を積極的に

推進してほしい。 

②さんぶの森公園、蓮沼海浜公園などの観光施設の拡充 

③移住者支援制度の拡充 
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（ク）健康・福祉について 

属性 意見内容 

女性・30 歳代 

・ 山武市は市民に寄り添っているのかがわからない。主人が地元なので我慢して住んでい

るが、すぐにでも引っ越したいと思っている。子供の教育に対しても市内の病院もいい所

がひとつもない。病院に関しては、何十年も市外にかかりつけをつくっている。 

男性・70 歳以上 ・ 後期高齢者としては健康が第一で、介護を必要とするので参加するには難しい。 

女性・70 歳以上 ・ これからの子ども達の生活が心配です。山武医療センターの更なる充実を願う。 

男性・60 歳代 

・ 個人や団体が SDGs という名のもとに、利益などを追及するものであって欲しくない。社

会全体、世界全体にとって健康で住み易い社会作りなど純粋な目標を持つものであっ

て欲しい。 

 

（ケ）貧困について 

属性 意見内容 

女性・20 歳代 
・ 子どもの貧困問題ゼロの街になって欲しいです。皆が平等に良い教育を受けて欲しいな

と思います。 

男性・50 歳代 

・ 税金が高すぎ、ゆえに貧困はなくならない。不平等は減らない。 

・ 松尾町の住民だが、小中高の学校はあっても駅前は一つも店がない。一軒でも小さく

ても店があれば利用は確実である。小さいが経済成長にもつながる。 

女性・60 歳代 ・ 子どもが毎日温かい食事がとれる環境。 

 

（コ）気候変動・温暖化について 

属性 意見内容 

男性・60 歳代 ・ 気候変動に対する具体化したことを市政が市民に伝えられるようにしてもらいたい。 

女性・40 歳代 

・ SDGs といっても 17 の項目すべてにおいてゴールに向けて推進することは難しいと思う

が、それぞれの項目において具体的な方向性（山武市としても目標）を早期に定める

ことが重要。 

・ 自然資源の豊富な山武市においては環境への取り組みは最重要課題です。Co2 削

減や自然環境の保全、再生可能エネルギーの活用、ごみの削減等へ取り組みを総合

的な街づくりプランとしてまとめ、サーキュラーエコノミーを実現するために市全体としての

取り組む姿を PR すべき。 

・ また、質の高い教育、安全な街づくり、高齢社会への対応などの施策を組み合わせるこ

とで、住みやすく、安全で質の高い町＆自然環境とそれを守るための取り組みを PR す

ることで人口減少の歯止めにするべきである。 

・ SDGs への取り組み強化、早期実現こそ市の発展に欠かせない未来の姿であろう。 

男性・70 歳以上 

・ Co2 問題は調べてみたい。 

・ 個性豊かな教育（一人一人の違いを尊重する人を育む）には、関心があり今の我々

には必要と日々思わされている。 
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（サ）生活インフラについて 

属性 意見内容 

女性・50 歳代 
・ 流域治水とかにも取り組んでもらいたい。 

山武杉の山の整備。空き家、老朽化の建物の再活用。 

女性・70 歳以上 

・ ①地下水が汚れない様に取り組んでください。 

②高齢化に伴い、生活に必要な移動手段を整えてください。 

③無農薬、低農薬への取り組みをアピールしてください。 

④コンポスターの利用について、アピールお願いします。 

⑤SDGs について、もっと触れ合う場所を増やし、立場が違っても平等で健康的な人

権と地球環境を守る生活を目指したい。 

男性・60 歳代 
・ 清潔な水と衛生。特に田植え時、耕運機が土を落とさず道路を移動する為、道路が

土だらけになる。車の運転中すべってハンドルがとられる。またほこりがひどく舞い上がる。 

 

 

（シ）災害対策について 

属性 意見内容 

男性・30 歳代 

・ 災害が増えているが、個人では備蓄等の限界があるので、市でも災害対応をお願いし

たい。個人への再生可能エネルギーを活用した場合（設置した場合）の補助を出し

て、推進して頂きたい。 

女性・70 歳以上 ・ 災害が起こらない様に平和に暮らしたい。穏やかにゆっくり暮らす。 

女性・60 歳代 

・ SDGs に関するか分からないが「誰一人とり残さない」を誓っているが、台風等の時、停

電になり結果水が止まり真夏に約 2 週間も本当に酷い生活を強いられた。市からの放

送もなく水の供給さえも案内しない。市長のアピール力のなさで市民は大変苦しい状況

に立たされた。何でもない時にも突然停電し、数時間にも及ぶが市からの案内は一つも

ない。常に不安でいつも取り残されている。 

 

（ス）ゼロカーボンシティについて 

属性 意見内容 

女性・10 歳代 

・ 山武市が宣言した「ゼロカーボンシティ」の取り組み内容があまり周知されていないと感じ

るので、SDGs の目標の達成に向けても、より多くの人に知ってもらうためのイベントを開

催するべきではないかと考える。 

女性・60 歳代 

・ ゼロカーボンシティに向けて防災無線で流していますが、当地区にはまったく届いていな

い様です。 

・ 近所で何軒もごみを燃やしています。プラスチック等も焼いているのですごい。近所なの

で言う事も出来ずシルバーの人達がパトロールしてくれているので見かけたら一言かける

等して欲しい。ただ市役所で登録してあるとか言っているだけでは意味がないと思いま

す。市民全員で取り組んで欲しい。 
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（セ）食品ロスについて 

属性 意見内容 

男性・40 歳代 

・ ロスに関しては食品の廃棄が大きな問題となっている。加工されて販売されている物の

部分のロス（商品となっているもの）が注目されているが、商品になる前の製造過程で

も多くのロス、廃棄されているものがある。そこを改善していかないと、目指す「持続可能

な…」は見えて来ないと思う。 

・ 市としては雇用を増やしていかないと人口の減少は止まらないと思う。現に小中学校の

閉校などがここ数年ですごく進んでいるように感じる。 

女性・50 歳代 

・ 昔は物が売り切れていたら「仕方ない」と諦めていたと思うが、今はなんで無いのかと思う

人が多いため、お店も大量に生鮮食品を仕入れる必要があるのではないかと思う。しか

し、それらが必ず売り切れるかというと、そうではない。それらの魚介や肉等は加工して売

れるもの以外は廃棄されることになるのではないかと思う。 

・ 我々消費者も「なければ仕方ない」という考えを持つようにしなければ、食品ロスを減ら

すことは出来ないのだと思う。そういう食品を減らしていく事は、命を守る事にもつながる

のではないかと思う。 

 

（ソ）外国人について 

属性 意見内容 

男性・30 歳代 

・ 外国人積極的に迎え入れるのはとても賛成です。ですが、彼らの就労先や、市民（特

に大人向けの）集会活放室の負債、そして何よりスリランカを初めとしたアラブ系の人達

への謂れのない偏見等（怖いなど）、迎え入れる市や市民の意識が足りてないように

感じます。その点の改善や啓蒙を望みます。 

女性・10 歳代 

・ SDGs につながるかは定かですが、私が中学生の時に感じた出来事を書きます。 

・ 外国から転校してきた同級生が日本語で苦戦していた際、なぜか特別支援学級の先

生が日本語のサポートをしていました。進学し日本語教師が存在することを知りました。

公立私立も含め雇用すれば教師の仕事も減るのではないかと考えます。 

・ 現在、ニュースでもコロナの影響で教師の仕事（衛生管理、体温管理）だという事も

含め、財政問題もあると思いますが、先生方の労働を少しでも減らしてあげたいと感じま

した。 

 

（タ）EV（電気自動車）について 

属性 意見内容 

男性・30 歳代 ・ 電気自動車の充電スポットをもっと増やして欲しい。 
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（チ）SDGs 全般について 

属性 意見内容 

女性・60 歳代 
・ 明確に何をどうしたいという訳ではないが、一人一人が無駄をなくし、身の回りに注意を

払っていける行動がとれたらいいと思います。 

男性・70 歳以上 ・ 市が SDGs を推進されている事は個人として大変良い事だと思います。 

女性・20 歳代 
・ 自分でできる SDGs への取り組みはできる範囲で少しずつやっているが、これからは家

族とも共有してやっていけたらいいと思います。 

男性・60 歳代 

・ 17 の目標のひとつひとつがあまりにも大きな普遍的なテーマ（目標）なので、個々の

我々一人一人が具体的にどう関わり、その目標に近づけて行けるか、漠然して捕えにく

いと感じる。行政としてすぐに出来そうな事項を 1 つ、2 つ選択して集中目標にしたほう

が良いと思う。 

女性・50 歳代 
・ 一人一人の住民が SDGs を理解し協力できるようになれば少しずつ良い方向へ進め

ると思います。 

女性・50 歳代 

・ 平等であることは、とても難しい。不平等であることを受け入れ、それでも心を平穏に暮

らすため人としての生活の保障のラインをどこに置くか、政策と教育が本当に大切な時

代だと思います。 

女性・10 歳代 

・ SDGs は世界中が注目する国際目標であり、これからの時代を生きる私たちにとって非

常に重要なキーワードであります。一人一人が自分事として意識し今できることを行い

普段の生活を少しずつ変える事で目標達成に一歩近づくことができます。これから

SDGs に関して、より一層関心を持っていきたいと考えています。 

男性・50 歳代 
・ SDGs にとらわれず、現状を改善する方向で考えていただきたい。 

PR 重視になりがちになりやすいので、必要な事案だけを実行してほしい。 

女性・70 歳以上 

・ 東京に住んでいる小学 6 年生の孫が SDGs に詳しいことを、この度のアンケートで知り

ました。おばあちゃんとしてより学習して行かなくてはと思ったのですが、行政としても指導

して頂きたいと思います。 

男性・30 歳代 

・ 企業間取引において SDGs に取り組むことでコストアップになることがネックとなり、推進

できない例が多い現状になっています。SDGs に取り組んでいない企業が市場から締め

出される時代が来るのはそう遠くない出来事かもしれません。現時点では資金力のある

大手企業を中心に取り組まれている印象を受けます。山武市が他の市町村よりも先に

出て取り組まれることを望んでいます。 

男性・60 歳代 

・ 今、人間社会は既存の価値の転換期を迎えていると思う。本当に豊かな人生とはどの

ような人生かを多くの人が考え行動していく。そして、それを社会というシステムにつなげ

ていく制度や仕組みが必要であるが、SDGs はまさにそのためにあると言える。 

男性・10 歳代 
・ SDGs について批判する人は、ほとんどいないと思いますので、市民も一緒に推進してい

けるよう主導していっていただきたい。 

女性・20 歳代 

・ 山武市が一つでも多くの SDGs への参加、また山武市が持続可能なまちになり、たくさ

んの人が住みやすい街になるよう、若い私たちに出来ることを出来る限り参加していきた

いです。 
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（ツ）その他 

属性 意見内容 

男性・40 歳代 ・ 実効性のある計画で民間レベルのスピード感を持って山武市に動いて頂きたい。 

女性・60 歳代 
・ 山武市はどんな所ですかと聞かれても、よくわからない町です。自分が生活している場所

は住みやすいです。 

男性・70 歳以上 
・ 山武市はアドバルーンを上げても実践面が伴わず結果として魅力ある町最下位となる

ような結果となってしまう。この様なこととならないよう確りと取り組んで欲しいです。 

女性・60 歳代 
・ この街に住んで 40 年、そして 50 年暮らし続けていきたい。良い街づくりに協力できる

事はしていきたいと思います。 

女性・40 歳代 
・ 大好きな山武市がもっともいい市になり、その良さをもっともっとたくさんの人に知って欲し

いです。宜しくお願い致します。 

男性・50 歳代 ・ 偏った方向に進むことなく、社会を徐々に良い方向へ変えて行ければよいと思います。 

男性・60 歳代 ・ 地域の活性化を積極的に図る施策の促進を希望します。 

男性・10 歳代 
・ 私は学生ですが、山武市で自信を持って働いていけるような魅力ある会社の誘致と安

心できる環境をお願いします。 

女性・40 歳代 

・ 山武西小学校が廃校になり、西小を有効活用するため、（鋸南町にある道の駅・保

田小学校の様）に西小も一般に開放するのはどうか。夏の夜空、冬の夜空は星がきれ

いに見える為、宿として有効利用出来ると思う。この案が採用されたら是非家族で参

加したい。 

女性・70 歳以上 
・ 魅力のない市では困るので誰もが羨む市であってほしい。まずは市が率先して取り組ん

で市民が誇りを持ってこの地に住みたいと思うような推進を望みます。 
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（単位：件、％）

回答数 割合

94 100.0

製造業 19 20.2

建設業 11 11.7

卸売業 2 2.1

小売業 13 13.8

飲食業 3 3.2

運輸・倉庫業 1 1.1

不動産業 0 0.0

情報通信業 3 3.2

金融・保険業 2 2.1

ホテル・旅館・観光業 0 0.0

教育・学習業 0 0.0

医療・福祉 16 17.0

その他 24 25.5

5年未満 12 13.0

5年以上～10年未満 8 8.7

10年以上～30年未満 30 32.6

30年以上～50年未満 29 31.5

50年以上 13 14.1

1,000万円未満 63 67.7

1,000万円以上～5,000万円未満 17 18.3

5,000万円以上～1億円未満 7 7.5

1億円以上～3億円未満 1 1.1

3億円以上 5 5.4

5人未満 42 45.2

5人以上～10人未満 23 24.7

10人以上～50人未満 19 20.4

50人以上～100人未満 0 0.0

100人以上～300人未満 6 6.5

300人以上 3 3.2

業

種

市

内

で

の

業

歴

資

本

金

従

業

員

数

全体

（２）事業者向けアンケート 

回答者の属性（業種、市内での業歴、資本金、従業員数）は、以下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 33 属性 
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非常に関心がある

22.0%

やや関心がある

53.8%

あまり関心がない

13.2%

全く関心がない

2.2%

わからない

8.8%

（n=91)

※「その他」の回答者は無し。

1）SDGs に関することについて 

① SDGs への関心 

SDGs について関心はどのくらいあるか聞いたところ、『関心がある（「非常に関心がある（22.0％）」+

「やや関心がある（53.8％）」）』が 75.8％で、『関心がない（「あまり関心がない（13.2％）」+「全

く関心がない（2.2％）」）』の 15.4％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 34 SDGs への関心 

22.0

20.3

53.8

46.0

13.2

18.0

2.2

3.5

8.8

11.7

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山武市

千葉県

非常に関心がある やや関心がある あまり関心がない

全く関心がない わからない その他

図表 35 SDGs への関心（千葉県との比較） 
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SDGsの取り組みをす

でに実施している

14.9%

SDGsの取り組みにつ

いて具体的な検討を

進めている

11.5%

SDGsの取り組みについて

具体的な検討に至ってい

ない

43.7%

SDGsという言葉は聞い

たことがあるが内容は

知らない

23.0%

SDGsについて

全く知らない

6.9%

（n=87)

（単位：％）

回答数

（人）

SDGsの

取り組みを

すでに実施

している

SDGsの

取り組みに

ついて具体的

な検討を進め

ている

SDGsの

取り組みに

ついて具体的

な検討に至っ

ていない

SDGsという

言葉は聞いた

ことがあるが

内容は

知らない

SDGsに

ついて全く

知らない

84 15.5 11.9 42.9 22.6 7.1

64 17.2 15.6 53.1 14.1 0.0

非常に関心がある 18 50.0 16.7 27.8 5.6 0.0

やや関心がある 46 4.3 15.2 63.0 17.4 0.0

12 16.7 0.0 16.7 66.7 0.0

あまり関心がない 10 20.0 0.0 10.0 70.0 0.0

全く関心がない 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

8 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0

0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

わからない

その他

全体

関心がある

関心がない

② SDGs の認知度・対応状況 

 

SDGs の認知度・対応状況について聞いたところ、『実施・検討していない（「SDGs の取り組みについ

て具体的な検討に至っていない（43.7％）」+「SDGs という言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

（23.0％）」+「SDGs について全く知らない（6.9％）」）』は 73.6％で、7 割以上の企業で実施・

検討されていないという結果となった。『実施・検討している（「SDGs の取り組みをすでに実施している

（14.9％）」+「SDGs の取り組みについて具体的な検討を進めている（11.5％）」）』は 26.4％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 36 SDGs の認知度・対応状況 

図表 37 SDGs への関心と認知度・対応状況 
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③ SDGs の 17 のゴールへの取組 

実施（検討）している取組は SDGs の 17 のゴールのうちどれにあてはまるか聞いたところ、「エネルギー

をみんなに そしてクリーンに（52.2％）」、「住み続けられるまちづくりを（52.2％）」が最も多く、次いで

「すべての人に健康と福祉を（39.1％）」となっている。 

 

 

 

 

図表 39 SDGs の 17 のゴールへの取組 

14.9

15.7

11.5

9.2

43.7

47.9

23.0

16.6

6.9

7.8

0.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山武市

千葉県

SDGsの取り組みをすでに実施している

SDGsの取り組みについて具体的な検討を進めている

SDGsの取り組みについて具体的な検討に至っていない

SDGsという言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

SDGsについて全く知らない

その他

52.2

52.2

39.1

34.8

34.8

30.4

30.4

30.4

26.1

21.7

17.4

17.4

13.0

13.0

13.0

8.7

8.7

0 10 20 30 40 50 60

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

住み続けられるまちづくりを

すべての人に健康と福祉を

産業と事業革新の基盤を作ろう

気候変動に具体的な対策を

ジェンダー平等を実現しよう

働きがいも経済成長も

陸の豊かさを守ろう

質の高い教育をみんなに

海の豊かさを守ろう

飢餓をゼロに

つくる責任 つかう責任

人や国の不平等をなくそう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

貧困をなくそう

安全な水とトイレを世界中に

（％）

（n=23）

図表 38 SDGs の認知度・対応状況（千葉県との比較） 
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社長を含む経営陣

42.8%

特に定めていない

28.5%

事業部門

14.3%

専任の担当部署

（セクション）

4.8%

CSR担当部門

4.8%

総務部門

4.8%

（n=21)

④ SDGs の効果 

SDGs に取り組んだ（あるいは期待している）効果について聞いたところ、「従業員のモチベーションアッ

プ（34.8％）」、「経営方針の明確化（34.8％）」が最も多く、次いで「自社の認知度の向上

（30.4％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ SDGs の担当部署（セクション） 

SDGs の担当部署（セクション）について聞いたところ、「社長を含む経営陣（42.8％）」が最も多

く、次いで「特に定めていない（28.5％）」、「事業部門（14.3％）」、「専任の担当部署（セクショ

ン）（4.8％、）」、「CSR 担当部門（4.8％）」、「総務部門（4.8％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 40 SDGs の効果 

図表 41 SDGs の担当部署（セクション） 

34.8

34.8

30.4

21.7

21.7

17.4

17.4

13.0

13.0

13.0

13.0

4.3

0 10 20 30 40

従業員のモチベーションアップ

経営方針の明確化

自社の認知度の向上

新規取引の増加

企業利益の増加

採用活動のプラス効果

他社との差別化

売上高の増加

社外のステークホルダーとの連携強化

新規事業の立ち上げ、新商品・サービスの開発

特にない

その他

（％）

（n=23）

※「わからない」の回答者は無し。
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42.9

37.1

5.7

5.7

5.7

2.9

5.7

42.9

0 10 20 30 40 50

推進する人材がいない・不足している

自社の事業との関係性がみえない

経営層の理解不足

メリットがない・感じられない

取引先等から要求されていない

社内で反対される・

取り組む雰囲気がない

わからない

特に理由はない

（％）

（n=35）※「その他」の回答者は無し。

⑥ SDGs に取り組んでいない理由 

SDGs に取り組んでいない理由を聞いたところ、「推進する人材がいない・不足している（42.9％）」が

最も多く、次いで「自社の事業との関連性がみえない（37.1％）」が続いた。また、「特に理由はない」も

42.9％で高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 42 SDGs に取り組んでいない理由 
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⑦ SDGs に取り組む際の課題 

SDGs に取り組む際の課題について聞いたところ、「何から取り組んでいいかわからない（47.8％）」が

最も多く、次いで「社会的な認知度が高まっていない（28.9％）」、「具体的な目標・KPI の設定の仕方

がわからない（28.9％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 43 SDGs に取り組む際の課題 

47.8

28.9

28.9

23.3

21.1

20.0

20.0

18.9

17.8

15.6

10.0

6.7

0 10 20 30 40 50 60

何から取り組んでいいかわからない

社会的な認知度が高まっていない

具体的な目標・KPIの設定の仕方がわからない

マンパワーが不足している

行政の支援や関与が希薄

社内での理解度が低い

定量的な指標など評価方法がわからない

資金が不足している

取り組む時間がない

取り組むことによるメリットがわからない

わからない

特にない

（％）

（n=90）

※「その他」の回答者は無し。
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（単位：％）

回答数

（人）

何から

取り組んで

いいか

わからない

具体的な

目標・KPI

の設定の

仕方が

わからない

社会的な

認知度が

高まってい

ない

行政の支

援や関与

が希薄

定量的な

指標など

評価方法

がわからな

い

マンパワー

が不足して

いる

社内での

理解度が

低い

資金が不

足している

取り組む

時間がない

取り組む

ことによる

メリットが

わからない

特にない わからない その他

87 49.4 29.9 28.7 20.7 20.7 23.0 20.7 18.4 17.2 16.1 5.7 10.3 0.0

65 44.6 33.9 30.7 27.7 27.7 26.1 20.0 20.0 16.9 12.3 6.2 4.6 0.0

非常に

関心がある
18 22.2 27.8 44.4 27.8 38.9 27.8 44.4 22.2 0.0 5.6 11.1 0.0 0.0

やや関心が

ある
47 53.2 36.2 25.5 27.7 23.4 25.5 10.6 19.1 23.4 14.9 4.3 6.4 0.0

14 71.4 28.6 14.3 0.0 0.0 21.4 28.6 21.4 28.5 35.7 7.1 7.1 0.0

あまり関心

がない
12 75.0 25.0 16.7 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 33.3 41.7 0.0 8.3 0.0

全く関心

がない
2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

8 50.0 0.0 37.5 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 62.5 0.0

0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

わからない

その他

全体

関心がある

関心がない

 

 

 

  

図表 44 SDGs への関心と取り組む際の課題 
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非常に関心がある

16.5%

やや関心がある

44.0%

あまり関心がない

34.1%

全く関心がない

5.5%

（n=91)

（単位：％）

非常に

関心がある

やや関心

がある

あまり関心

がない

全く関心

がない

84 59.5 15.5 44.0 40.5 34.5 6.0

21 90.5 47.6 42.9 9.5 4.8 4.8

SDGsの取り組みをすでに

実施している
11 90.9 54.5 36.4 9.1 9.1 0.0

SDGsの取り組みについて

具体的な検討を進めている
10 90.0 40.0 50.0 10.0 0.0 10.0

63 49.2 4.8 44.5 50.8 44.4 6.3

SDGsの取り組みについて

具体的な検討に至っていない
38 55.3 7.9 47.4 44.7 42.1 2.6

SDGsという言葉は聞いたこと

があるが内容は知らない
19 42.1 0.0 42.1 57.9 52.6 5.3

SDGsについて

全く知らない
6 33.3 0.0 33.3 66.6 33.3 33.3

全体

実施・検討している

実施・検討していない

回答数

（人）

関心が

ある

関心が

ない

2）（仮称）さんむし SDGs パートナー制度について 

① 「（仮称）さんむし SDGs パートナー制度」 

「（仮称）さんむし SDGs パートナー制度」への関心について聞いたところ、『関心がある（「非常に関

心がある（16.5％）」+「やや関心がある（44.0％）」）』が 60.5％で、『関心がない（「あまり関心が

ない（34.1％）」+「全く関心がない（5.5％）」）』の 39.6％を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 45 「（仮称）さんむし SDGs パートナー制度」への関心 

図表 46 SDGs の認知度・対応状況と「（仮称）さんむし SDGs パートナー制度」への関心 
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44.6

28.3

26.1

26.1

17.4

15.2

13.0

13.0

6.5

6.5

17.4

16.3

1.1

0 10 20 30 40 50

取り組む際に活用できる補助金

勉強会・セミナー・シンポジウムなどの開催

市のお墨付きや認定（ロゴステッカー、認定証等）

取り組んだ企業に対するPR・情報発信支援

SDGsをテーマにしたビジネスマッチング

取り組む際の専門家のコンサルティング

テーマ毎の地域関係者のネットワーク構築

取り組む際に活用できる低利融資制度

入札や公募プロポーザル審査の加点項目

取り組む際に受けられる投資

わからない

特にない

その他

（％）

（n=92）

② 山武市に期待する支援策 

「（仮称）さんむし SDGs パートナー制度」の参加検討も含めて、SDGs を推進する上で山武市に期

待する支援策について聞いたところ、「取り組む際に活用できる補助金（44.6％）」が最も多く、「勉強

会・セミナー・シンポジウムなどの開催（28.3％）」が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 47 山武市に期待する支援策 
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（単位：％）

回答数

（人）

取り組む

際に活用

できる

補助金

勉強会・セ

ミナー・シン

ポジウムな

どの開催

市のお墨

付きや認

定（ロゴス

テッカー、

認定証

等）

取り組んだ

企業に対

するPR・

情報発信

支援

SDGsを

テーマにし

たビジネス

マッチング

取り組む

際の専門

家のコンサ

ルティング

取り組む

際に活用

できる低利

融資制度

テーマ毎の

地域関係

者のネット

ワーク構築

入札や

公募プロ

ポーザル審

査の加点

項目

取り組む

際に受けら

れる投資

特にない わからない その他

89 43.8 29.2 25.8 27.0 18.0 14.6 13.5 13.5 6.7 6.7 15.7 18.0 1.1

68 50.0 36.8 30.9 28.0 20.6 19.1 16.2 16.2 8.9 7.4 13.3 10.3 1.5

非常に

関心がある
20 60.0 40.0 40.0 25.0 25.0 25.0 10.0 30.0 15.0 10.0 5.0 5.0 5.0

やや関心

がある
48 45.8 35.4 27.1 29.2 18.8 16.7 18.8 10.4 6.3 6.3 16.7 12.5 0.0

13 30.8 7.7 7.7 23.1 0.0 0.0 7.7 7.7 0.0 7.7 23.1 30.8 0.0

あまり関心

がない
11 36.4 9.1 9.1 27.3 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 9.1 18.2 27.3 0.0

全く関心

がない
2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

8 12.5 0.0 12.5 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 62.5 0.0

0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

わからない

その他

全体

関心がある

関心がない

（単位：％）

回答数

（人）

取り組む

際に活用

できる

補助金

市のお墨

付きや認

定（ロゴス

テッカー、

認定証

等）

取り組んだ

企業に対

するPR・

情報発信

支援

勉強会・セ

ミナー・シン

ポジウムな

どの開催

テーマ毎の

地域関係

者のネット

ワーク構築

SDGsを

テーマにし

たビジネス

マッチング

入札や

公募プロ

ポーザル審

査の加点

項目

取り組む

際に受けら

れる投資

取り組む

際に活用

できる

低利融資

制度

取り組む

際の専門

家のコンサ

ルティング

特にない わからない その他

85 47.1 28.2 27.1 27.1 12.9 16.5 7.1 7.1 12.9 16.5 17.6 16.5 0.0

22 59.1 50.0 40.9 36.4 22.7 18.2 13.7 13.7 9.1 9.1 13.6 0.0 0.0

SDGsの取り組みをすでに

実施している
12 50.0 50.0 50.0 25.0 25.0 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 8.3 0.0 0.0

SDGsの取り組みについて

具体的な検討を進めている
10 70.0 50.0 30.0 50.0 20.0 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

63 42.8 20.6 22.2 23.8 9.5 15.9 4.8 4.8 14.3 19.0 19.0 22.2 0.0

SDGsの取り組みについて

具体的な検討に至っていない
37 43.2 21.6 16.2 29.7 13.5 21.6 8.1 8.1 10.8 21.6 21.6 13.5 0.0

SDGsという言葉は聞いたこと

があるが内容は知らない
20 50.0 20.0 30.0 20.0 5.0 0.0 0.0 0.0 25.0 20.0 15.0 25.0 0.0

SDGsについて

全く知らない
6 16.7 16.7 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 66.7 0.0

全体

実施・検討していない

実施・検討している

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 48 SDGs への関心と山武市に期待する支援策 

図表 49 SDGs の認知度・対応状況と山武市に期待する支援策 
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是非参加したい

10.8%

場所や日時などがあえば

参加したい

34.4%

内容次第では参加

してもいい

29.0%

参加する気はない

9.7%

わからない

16.1%

（n=93)

45.7

39.4

28.7

27.7

26.6

25.5

22.3

20.2

13.8

13.8

11.7

10.6

9.6

6.4

6.4

3.2

3.2

0 10 20 30 40 50

住み続けられるまちづくりを

全ての人に健康と福祉を

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

働きがいも経済成長も

質の高い教育をみんなに

貧困をなくそう

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

産業と事業革新の基盤をつくろう

陸の豊かさを守ろう

つくる責任 つかう責任

安全な水とトイレを世界中に

平和と公正をすべての人に

飢餓をゼロに

人や国の不平等をなくそう

ジェンダー平等を実現しよう

パートナーシップで目標を達成しよう

（％）

（n=94）

③ SDGs を学ぶイベントへの参加意向 

SDGs について学ぶ機会（セミナー、ワークショップ、イベント等）が山武市内で開催された場合の参加

意向について聞いたところ、『参加する（「是非参加したい（10.8％）」+「場所や日時などがあえば参加

したい（34.4％）」+「内容次第では参加してもいい（29.0％）」）』が 74.2％で、「参加する気はな

い（9.7％）」を大きく上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 山武市で推進してもらいたい SDGs のゴール 

SDGs の 17 のゴールのうち、山武市において積極的に推進してもらいたいものについて聞いたところ、

「住み続けられるまちづくりを（45.7％）」が最も多く、次いで「全ての人に健康と福祉を（39.4％）」、

「気候変動に具体的な対策を（28.7％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

図表 51 山武市で推進してもらいたい SDGs のゴール 

図表 50 SDGs を学ぶイベントへの参加意向 
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知っている

30.4%

知らない

58.7%

わからない

9.8%

その他

1.1%

（n=92)

（単位：％）

回答数

（人）
知っている 知らない わからない その他

89 29.2 59.6 10.1 1.1

67 34.4 52.2 11.9 1.5

非常に

関心がある
20 50.0 45.0 0.0 5.0

やや関心

がある
47 27.7 55.3 17.0 0.0

14 21.5 78.5 0.0 0.0

あまり関心

がない
12 16.7 83.3 0.0 0.0

全く関心

がない
2 50.0 50.0 0.0 0.0

8 0.0 87.5 12.5 0.0

0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

関心がある

関心がない

わからない

その他

3）脱炭素化の取組状況について 

① 山武市の「ゼロカーボンシティさんむ」について 

2020 年に、山武市は 2050 年までに CO₂排出量実質ゼロをオールさんむで取り組む「ゼロカーボンシ

ティさんむ」を宣言した。この宣言について知っていたか聞いたところ、「知っている」が 30.4％、「知らない」が

58.7％、「わからない」が 9.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 52 山武市の「ゼロカーボンシティさんむ」について 

図表 53 SDGs への関心と山武市の「ゼロカーボンシティさんむ」について 
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取り組んでいる

39.5%

取り組んでいない

52.4%

わからない

8.1%

（n=86)

② CO₂排出量抑制に向けた取組について 

CO₂排出量抑制に向けた何らかの取り組みをしているか聞いたところ、「取り組んでいる」が 39.5％、

「取り組んでいない」が 52.4％、「わからない」が 8.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 54 CO₂排出量抑制に向けた取組について 

39.5

43.3

52.3

40.0

8.1

15.3

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山武市

千葉県

取り組んでいる 取り組んでいない わからない その他

図表 55 CO₂排出量抑制に向けた取組について（千葉県との比較） 
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（単位：％）

回答数

（人）

取り組んで

いる

取り組んで

いない
わからない

83 39.8 51.8 8.4

62 46.8 48.4 4.9

非常に

関心がある
19 73.7 26.3 0.0

やや関心が

ある
43 34.9 58.1 7.0

14 21.4 57.1 21.4

あまり関心

がない
12 25.0 50.0 25.0

全く関心

がない
2 0.0 100.0 0.0

7 14.3 71.4 14.3

0 0.0 0.0 0.0

わからない

その他

全体

関心がある

関心がない

（単位：％）

回答数

（人）

取り組んで

いる

取り組んで

いない
わからない

全体 86 39.5 52.3 8.1

知っている 27 40.7 55.6 3.7

知らない 52 40.4 48.1 11.5

わからない 7 28.6 71.4 0.0

その他 0 0.0 0.0 0.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 56 SDGs への関心と CO₂排出量抑制に向けた取組について 

図表 57  山武市の「ゼロカーボンシティさんむ」と CO₂排出量抑制に向けた取組について 
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73.5

55.9

50.0

35.3

32.4

29.4

26.5

26.5

20.6

20.6

17.6

11.8

8.8

8.8

2.9

0 20 40 60 80

省エネ（節電や節水などのコスト削減）

ゴミ等の廃棄物の抑制

ペーパーレスの促進

３R（リデュース、リユース、リサイクル）の強化

ハイブリッド車、電気自動車の導入

クールビズ、ウォームビズの実施

クリーンエネルギー導入や切替（太陽光等）

断熱の強化や高効率照明、省エネ設備への切り替え

環境に配慮した設備や原材料の選定・導入

事前保護活動への貢献（活動参加、団体への寄付等）

環境に配慮した商品やサービスの開発

環境への取り組みの担当者、部署の設置

自社のCO2排出量の把握

省エネ・CO2排出に関する行動目標の設定

その他

（％）

（n=34）

※「環境技術への研究開発・投資促進」の回答者は無し。

③ CO₂排出量抑制のため行っている取組 

CO₂排出量抑制のため行っている取組について聞いたところ、「省エネ（節電や節水などのコスト削減）

（73.5％）」が最も多く、次いで「ゴミ等の廃棄物の抑制（55.9％）」、「ペーパーレスの促進

（50.0％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 58 CO₂排出量抑制のため行っている取組 
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45.5

29.5

25.0

25.0

25.0

20.5

13.6

11.4

6.8

4.5

9.1

0 10 20 30 40 50

取り組むためのノウハウやスキルがない

当社の業種・業態が地球環境に

与える影響は軽微だから

他に優先すべき項目がある

主導する人材（部署）がいない

どこまで取り組んでいいかわからない

必要な設備等に対する費用が確保できない

コストを価格に転嫁できない

相談先がわからない

業務量が増加する

認知度の向上等の宣伝効果が見込めない

特にない

（％）

（n=44）

※「その他」の回答者は無し。

④ CO₂排出量抑制に取り組んでいない理由 

CO₂排出量抑制に取り組んでいない理由について聞いたところ、「取り組むためのノウハウやスキルがない

（45.5％）」が最も多く、次いで「当社の業種・業態が地球環境に与える影響は軽微だから

（29.5％）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 59 CO₂排出量抑制に取り組んでいない理由 
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⑤ 自由意見 

SDGs に関すること全般や、山武市が SDGs を推進すること、将来的な方向性等に関して意見を求め

たところ、21 件の意見が寄せられた。なお、主な意見を掲載しているが、主旨を尊重しながら表現をまとめ

るとともに誤字などを修正している。 

 

業種 意見内容 

医療・福祉業 ・ 水に関して、下水の対応をきちんとやって欲しい。 

飲食業 
・ 環境に配慮した設備、上下水道、安全な水の提供等から山武地区はスター

トしてはどうか。 

その他（清掃業） ・ 空地の有効利用（太陽光発電や緑地化など）。 

卸売業 
・ 燃料店なので、ゼロカーボンには賛成できない。業界全体で高効率機器販

売に努力しても社会に認めてもらえない。 

医療・福祉業 

・ 一昨年の停電のこともあり、また Co2 排出抑制の意味も込めて、事業用の

車両を電気自動車に変えようとしたが、公庫や銀行からは断られた。その点、

何かしらのバックアップがあれば嬉しく思う。 

飲食業 
・ 市役所・のぎくプラザ・成東駅前交流センター等に太陽光発電パネルをつけた

ら良いと思う。 

小売業 

・ 再生可能エネルギーの推進。地域の多様な課題に応える為に、脱炭素型

地域づくりモデル事業の推進。地域内循環の促進（エネルギー、経済、

etc.）。 

建設業 

・ お年寄りの多い市で「どうしたらもっと若い年齢層を増やすか」とか「お年寄りが

買い物に行く交通手段」などを考えてください。年をとって車に乗れなくなった

時、この市は移動できるバスが少なすぎます。大きくなくて良い、小さいワンボッ

クスのようなものを増やせば消費も増えるし、住みやすい市になることを考えて

欲しい。 

小売業 

・ 将来的には設備に関して LED に変える。水洗トイレも省エネ（節水）のも

のに変える、などの予定は組みたいと思います。教育現場でよく出てくる題材

だと思いますので、子供たちの方が知識があるように思いますので、子供たちの

力も借りて、推進活動していきたいです。一人一人に何が出来るかを明確に

していっていただければ、取り組みやすいし、意識もすると思いますので、何卒

宜しくお願い致します。 

・ 次世代、UI ターン者の新規開業時に SDGｓ取り組みがある事業に有益な

支援があるといいなと思いました。 

小売業 

・ 地球環境の為、読売新聞社をまきこんで、九十九里浜に植樹をしている。

元は、リサイクルでバージンパルプを少なくした新聞紙の循環型社会作成の再

生紙。Co2 をなくす、少なくする社会。 

その他（林業） 
・ 山武市の資源でもある木材のカスケード利用の為に熱利用の促進を実施し

ていただきたい。 
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業種 意見内容 

・ 具体的にはチップボイラーの公共施設への導入。当社ではチップボイラー用の

固形燃料を簡易なチョッパー機で作ることができます。 

卸売業 

・ 人が生活しやすい環境を作るにあたって、開発すれば陸の豊かさを欠くことに

なると思いますが、山武市としては便利な地域住民の生活の確保、ショッピン

グ、生活必需品の購入先を作りながら、森などの木関係をバランスよくコントロ

ールし、人を集めて自然との調和などを目標達成するまで続けてほしいと思い

ます。 

その他 ・ わかりやすい政策を心がけて欲しい。内容が具体的ではない。 

製造業 

・ 山武市が SDGｓを推進していることを当アンケートをもって初めて知りまし

た。企業の SDGｓの取り組みを周知する仕組みは、SDGｓの関心が高ま

る近年に有効であると思います。市民が企業を知る機会になり、企業の好感

度ＵＰになることを期待しております。 

医療・福祉業 ・ より具体的な情報発信を望みます。 

建設業 
・ 情報量が少ないため、何をしてよいのかわからない。具体例等わかれば、自

分たちにも出来ることがあれば率先して進めたいと思う。 

医療・福祉業 

・ SDGs のゴールについて、「貧困をなくそう」「すべての人に健康と福祉を」「住

み続けるまちづくりを」にチェックを入れましたが、私たちの職種は正しくそこを目

指しています。誰もが安心して笑顔で安全に暮らせる山武。差別や取り残さ

れる方々のいない山武になって欲しいです。そして、山武圏域で先がけて欲し

いと思います。 

その他（自動車整備業） 
・ 個々の意識をもっと高めて行くには何か具体的に示し、一歩ずつ進めて行くこ

とだと思います。まずは、達成出来るものからですね。 

小売業 
・ 今、地球におこっているすべての事柄は、人類に責任があると思う。自覚して

行動することが大切。 

医療・福祉業 ・ いつもお世話になっております。皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。 

その他（自動車整備業） 

・ 何をすれば良いのかまだ理解できないでいると思うので、するべき事を明確に

できればやれる事もあると思います。未来を明るいものに出来ればと思いま

す。 
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３． 調査票 

1）市民向けアンケート 

 

１．男性 ２．女性

１．10歳代 ２．20歳代 ３．30歳代 ４．40歳代 ５．50歳代

６．60歳代 ７．70歳以上

１．会社勤務 ２．自営業 ３．パート・アルバイト ４．公務員・非営利団体職員

５．専業主婦・主夫 ６．学生 ７．無職 ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

１．1年未満 ２．1年以上～5年未満 ３．5年以上～10年未満

４．10年以上～30年未満 ５．30年以上 ６．わからない・覚えていない

１．未就学児 ２．小学生 ３．中学生 ４．高校生以上

５．同居の子どもはいない ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．自身や同居家族が市内企業で勤務している ２．誰も市内企業で勤務していない

【SDGsに関することについてお伺いします。】

１．内容まで含めて知っている　⇒　問３へ ２．内容はわからないが名前は聞いたことがある　⇒　問３へ

３．知らない（名前も聞いたことがない）　⇒　問７へ

１．テレビ番組・CM ２．WEB情報（ニュースサイト等） ３．新聞 ４．雑誌 ５．ラジオ

６．SNS（Facebook等） ７．勤務先の業務や学校の授業 ８．家族・友人や知人の会話の中で

９．イベント・パンフレット 10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．非常に関心がある ２．やや関心がある ３．あまり関心がない ４．全く関心がない

問５へ 　問６へ

１．貧困をなくすこと ２．飢餓をなくすこと ３．健康であること ４．質の高い教育

５．ジェンダーの平等 ６．清潔な水と衛生 ７．再生可能エネルギー ８．適切な良い仕事と経済成長

９．新しい技術とインフラ 10．不平等を減らすこと 11．持続可能なまちと地域社会

12．責任を持って消費すること 13．気候変動の対策 14．海のいのちを守ること

15．陸のいのちを守ること 16．平和で公正な社会 17．目標のために協力すること

※本調査では、17のゴールの表現をどの年齢層にとってもわかりやすいよう多少変更して調査しています。

問５　SDGsの17のゴールのうち、あなたが関心があるものをお選びください。（○は３つまで）

問４　あなたはSDGsについて現在関心がありますか。（○は1つ）

山武市　SDGsに関する市民向けアンケート調査　調査票

問１　あなたのことについてお答えください。（⑤以外は、○はそれぞれ１つ）

①性別

②年齢

④居住年数

③職業

⑤同居の子
どもの状況
（複数可）

問２　あなたは、SDGsについてご存じですか。（○は1つ）

問３　あなたがSDGsについて知ったきっかけは何ですか。（○は複数可）

⑥市内勤務

問２で「1．知っている」または「２．聞いたことがある」と回答した方がお答えください。

問４で「１．非常に関心がある」、または「２．多少関心がある」と回答した方がお答えください。
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１．SDGsという言葉が何を意味するのかわからないから ２．何をすればよいのかわからないから

３．自分の生活にどんな関わりがあるかわからないから ４．英語やカタカナが理解しづらいから

５．取り組んでもあまり意味がないと感じるから ６．政府や企業が取り組むものだと思うから

７．日本にはあまり関係がない気がするから ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．とても重視する ２．多少重視する ３．あまり重視しない ４．全く重視しない ５．わからない

１．好印象を持つ ２．どちらかというと好印象を持つ ３．特段印象は変わらない ４．わからない

１．積極的に取り組んでいる ２．多少取り組んでいる ３．あまり取り組んでいない

４．全く取り組んでいない ５．わからない ６．組織・職場に所属していない

１．とてもそう思う ２．まあそう思う ３．あまりそう思わない ４．全くそう思わない ５．わからない

１．積極的に参加・協力したい ２．可能な範囲で参加・協力したい ３．あまり参加・協力したいと思わない

４．全く参加・協力したいと思わない ５．わからない

１．日常生活での取組事例（エコバックの利用、商品ロスの削減、再生可能エネルギーの利用等）の紹介

２．取り組みを進めている企業や、関心のある人などと交流する機会

３．山武市内の企業や市民の取組事例の紹介 ４．千葉県や全国の企業や住民の取組事例の紹介

５．わからない ６．自身で実践しようと思わない・情報は必要ない

　 ７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全員がお答えください（SDGsについては、表紙の説明をご参考の上ご回答下さい）。

問10　山武市内（市役所、市内企業等）でSDGsが推進されるべきだと思いますか。（○は１つ）

問７　あなたが、商品やサービスを購入したり取り扱う際に、製造している企業や商品・サービス自体
のSDGsへの関与や取り組みを重視しますか。（○は1つ）

問11　山武市におけるSDGsの推進に関して、参加・協力する意向はありますか。（○は１つ）

問８　あなたは、市内企業が積極的にSDGsに取り組んでいることがわかった場合、その企業に対し
て、どのような印象を持ちますか。（○は1つ）

問４で「３．あまり関心がない」、または「４．全く関心がない」と回答した方がお答えください。

問６　SDGsに関心がない理由についてあてはまるものをお選びください。（○は３つまで）

問９　あなたが所属する組織・職場でのSDGsに関する取組状況についてお答えください。（○は１つ）

問12　SDGsに関して取り組もうと思った時、どんな情報があれば、ご自身でSDGsを実践してみようと
思いますか。（〇は３つまで）
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１．貧困をなくすこと ２．飢餓をなくすこと ３．健康であること ４．質の高い教育

５．ジェンダーの平等 ６．清潔な水と衛生 ７．再生可能エネルギー ８．適切な良い仕事と経済成長

９．新しい技術とインフラ 10．不平等を減らすこと 11．持続可能なまちと地域社会

12．責任を持って消費すること 13．気候変動の対策 14．海のいのちを守ること

15．陸のいのちを守ること 16．平和で公正な社会 17．目標のために協力すること

※本調査では、17のゴールの表現をどの年齢層にとってもわかりやすいよう多少変更して調査しています。

１．是非参加したい ２．場所や日時などがあえば参加したい ３．内容次第では参加してもいい

４．参加する気はない ５．わからない

【山武市に関することについてお伺いします。】

１．はっきりと持っている ２．漠然と持っている ３．どちらともいえない

４．ほとんど持っていない ５．全く持っていない ６．わからない

１．ずっと住み続けたい ２．当分は住んでいたい ３．やがては市外に移りたい

４．すぐにでも市外に移りたい ５．わからない

問15　あなたは、山武市に誇りや愛着を持っていますか。（○は１つ）

問16　あなたは、山武市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ）

問17　SDGsに関すること全般や、山武市がSDGsを推進すること、将来的な方向性などに関して、自
由にご記入ください。

質問は以上です。ご回答、ありがとうございました。同封の返信用封筒に入れて12月17日までにご返
送いただくようお願いします（切手不要）

問13　SDGsの17のゴールのうち、山武市において、積極的に推進してもらいたいものをお選びくださ
い。（○は３つまで）

問14　SDGsについて学ぶ機会（セミナー、ワークショップ、イベント等）が山武市内で開催された場合、
あなたは参加したいと思いますか。（〇は1つ）
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2）事業者向けアンケート 

 

１．製造業 ２．建設業 ３．卸売業 ４．小売業 ５．飲食業 ６．運輸・倉庫業

７．不動産業 ８．情報通信業 ９．金融・保険業 10．ホテル・旅館・観光業

11．教育・学習業 12．医療・福祉 13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．5年未満 ２．5年以上～10年未満 ３．10年以上～30年未満

４．30年以上～50年未満 ５．50年以上 ６．わからない・覚えていない

１．1,000万円未満 ２．1,000万円以上～5,000万円未満

３．5,000万円以上～1億円未満 ４．1億円以上～3億円未満 ５．3億円以上

１．5人未満 ２．5人以上～10人未満 ３．10人以上～50人未満

４．50人以上～100人未満 ５．100人以上～300人未満 ６．300人以上

【SDGsに関することについてお伺いします。】

１．非常に関心がある ２．やや関心がある ３．あまり関心がない ４．全く関心がない

５．わからない ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．SDGsの取り組みをすでに実施している

２．SDGsの取り組みについて具体的な検討を進めている

３．SDGsの取り組みについて具体的な検討に至っていない　⇒　問７へ

４．SDGsという言葉は聞いたことがあるが内容は知らない

５．SDGsについて全く知らない

１．貧困をなくそう ２．飢餓をゼロに ３．すべての人に健康と福祉を ４．質の高い教育をみんなに

５．ジェンダー平等を実現しよう ６．安全な水とトイレを世界中に ７．エネルギーをみんなに そしてクリーンに

８．働きがいも経済成長も ９．産業と事業革新の基盤をつくろう 10．人や国の不平等をなくそう

11．住み続けられるまちづくりを 12．つくる責任　つかう責任 13．気候変動に具体的な対策を

14．海の豊かさを守ろう 15．陸の豊かさを守ろう 16．平和と公正をすべての人に

17．パートナーシップで目標を達成しよう

山武市　SDGsに関する事業者向けアンケート調査　調査票

問１　貴社の概要についてお答えください。

②市内での
業歴

③資本金

問２　SDGsについて関心はどのくらいありますか。（○は1つ）

④従業員数

①業種
（複数ある場合
は売上が最も
大きいもの）

問３　貴社におけるSDGsの認知度、対応状況についてお答えください。（○は1つ）

問３で「１．すでに実施している」、または「２．検討を進めている」と回答した方がお答えください。

問４　貴社が実施（検討）されている取り組みは、SDGsの17のゴールのうち、どれにあてはまります
か。あてはまるものをお選びください（○はいくつでも）

問４、５、６へ

問８へ
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１．新規取引の増加 ２．売上高の増加 ３．企業利益の増加 ４．従業員のモチベーションアップ

５．採用活動のプラス効果 ６．他社との差別化 ７．社外のステークホルダーとの連携強化

８．新規事業の立ち上げ、新商品・新サービスの開発 ９．経営方針の明確化

10．自社の認知度の向上 11．特にない 12．わからない

13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．専任の担当部署（セクション） ２．CSR担当部門 ３．事業部門 ４．総務部門

５．社長を含む経営陣 ６．特に定めていない

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．推進する人材がいない・不足している ２．社内で反対される・取り組む雰囲気がない

３．自社の事業との関係性がみえない ４．経営層の理解不足 ５．メリットがない・感じられない

６．取引先等から要求されていない ７．わからない ８．特に理由はない

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．社会的な認知度が高まっていない ２．社内での理解度が低い

３．取り組むことによるメリットが分からない ４．何から取り組んでいいかわからない

５．具体的な目標・KPIの設定の仕方がわからない ６．定量的な指標など評価方法がわからない

７．マンパワーが不足している ８．資金が不足している

９．行政の支援や関与が希薄 10．取り組む時間がない

11．特にない 12．わからない

13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問５　SDGsに取り組んだ（あるいは期待している）効果について、あてはまるものをお選びください（○
はいくつでも）

問３で「１．すでに実施している」、または「２．検討を進めている」と回答した方がお答えください。

問３で「１．すでに実施している」、または「２．検討を進めている」と回答した方がお答えください。

問６　SDGsの担当部署（セクション）をお答えください。（○は1つ）

問３で「３．検討に至っていない」と回答した方がお答えください。

問７　SDGsに取り組んでいない理由についてあてはまるものをお選びください。（○はいくつでも）

ここからは全員がお答えください（SDGsについては、表紙の説明をご参考の上ご回答下さい）。

問８　SDGsに取り組む際の課題についてあてはまるものをお選びください。（○はいくつでも）
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【（仮称）さんむしSDGsパートナー制度についてお伺いします。】

１．非常に関心がある ２．やや関心がある ３．あまり関心がない ４．全く関心がない

１．市のお墨付きや認定（ロゴステッカー、認定証等） ２．取り組んだ企業に対するPR・情報発信支援

３．テーマ毎の地域関係者のネットワーク構築 ４．勉強会・セミナー・シンポジウムなどの開催

５．SDGsをテーマにしたビジネスマッチング ６．入札や公募プロポーザル審査の加点項目

７．取り組む際に活用できる補助金 ８．取り組む際に活用できる低利融資制度

９．取り組む際に受けられる投資 10．取り組む際の専門家のコンサルティング

11．特にない 12．わからない

13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．是非参加したい ２．場所や日時などがあえば参加したい ３．内容次第では参加してもいい

４．参加する気はない ５．わからない

１．貧困をなくそう ２．飢餓をゼロに ３．すべての人に健康と福祉を ４．質の高い教育をみんなに

５．ジェンダー平等を実現しよう ６．安全な水とトイレを世界中に ７．エネルギーをみんなに そしてクリーンに

８．働きがいも経済成長も ９．産業と事業革新の基盤をつくろう 10．人や国の不平等をなくそう

11．住み続けられるまちづくりを 12．つくる責任　つかう責任 13．気候変動に具体的な対策を

14．海の豊かさを守ろう 15．陸の豊かさを守ろう 16．平和と公正をすべての人に

17．パートナーシップで目標を達成しよう

問11　SDGsについて学ぶ機会（セミナー、ワークショップ、イベント等）が山武市内で開催された場合、
貴社は参加したいと思いますか。（〇は1つ）

問12　SDGsの17のゴールのうち、山武市において積極的に推進してもらいたいものをお選びくださ
い。（○は３つまで）

問10　「（仮称）さんむしSDGsパートナー制度」の参加検討も含めて、貴社がSDGsを推進するうえで、
山武市に期待する支援策について、あてはまるものをお選びください。（○はいくつでも）

問９　山武市では、現在以下の内容のような「（仮称）さんむしSDGsパートナー制度」の構築を検討して
います。貴社における制度への関心についてお答えください。（○は1つ）

＜（仮称）さんむしSDGsパートナー制度とは＞
SDGsに取り組む意向のある市内事業者・団体、個人等が、自社・自身のSDGsに関する現状や今後
の取り組みについて山武市を通して宣言していただく制度です。山武市では、宣言企業等を「さんむ
しSDGsパートナー」として、HP等で取り組みをPRしたり、ネットワーク化等を支援するなどし、
各々のSDGsに関する取り組みをサポートします。
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【脱炭素化の取組状況についてお伺いします。】

１．知っている ２．知らない ３．わからない ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．取り組んでいる　⇒　問15へ ２．取り組んでいない　⇒　問16へ ３．わからない　⇒　問17へ

１．ゴミ等の廃棄物の抑制 ２．環境に配慮した設備や原材料の選定・導入

３．省エネ（節電や節水などのコスト低減） ４．３R（リデュース、リユース、リサイクル）の強化

５．クリーンエネルギー導入や切替（太陽光等） ６．ペーパーレスの促進

７．環境に配慮した商品やサービスの開発 ８．断熱の強化や高効率照明、省エネ設備への切り替え

９．自社のCO₂排出量の把握 10．ハイブリッド車、電気自動車の導入

11．クールビズ・ウォームビズの実施 12．自然保護活動への貢献（活動参加、団体への寄附等）

13．環境技術への研究開発・投資促進 14．環境への取り組みの担当者、部署の設置

15．省エネ・CO₂排出に関する行動目標の設定 16．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．必要な設備等に対する費用が確保できない ２．他に優先すべき項目がある

３．認知度の向上等の宣伝効果が見込めない ４．当社の業種・業態が地球環境に与える影響は軽微だから

５．コストを価格に転嫁できない ６．業務量が増加する

７．取り組むためのノウハウやスキルがない ８．主導する人材（部署）がいない

９．相談先がわからない 10．どこまで取り組んでいいかわからない 11．特にない

12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問15　貴社では、CO₂排出量抑制のためにどのような取り組みをしていますか。（○はいくつでも）

問17　SDGsに関すること全般や、山武市がSDGsを推進すること、将来的な方向性などに関して、自
由にご記入ください。

質問は以上です。ご回答、ありがとうございました。同封の返信用封筒に入れて12月24日までにご返
送いただくようお願いします（切手不要）

問14　貴社では、CO₂排出量抑制に向けた何らかの取り組みをしていますか。（○は１つ）

問14で「１．取り組んでいる」と回答した方がお答えください。

問14で「２．取り組んでいない」と回答した方がお答えください。

問16　CO₂排出量抑制に取り組んでいない理由は何ですか。（○はいくつでも）

問13　2020年に、山武市は2050年までにCO₂排出量実質ゼロをオールさんむで取り組む「ゼロカーボ
ンシティさんむ」を宣言しました。この宣言について貴社はご存じですか。（○は１つ）
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